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平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算

１
．
子
育
て
・
教
育

◆
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
家
庭

・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
子
育
て

に
対
す
る
不
安
感
を
解
消
で
き
る
よ
う
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
利
用

者
の
増
加
に
よ
り
、
蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
１
箇
所
新
設
し
ま
す
。

◆
教
育
の
充
実

○
学
校
と
家
庭
・
地
域
の
連
携
で
「
心
か

よ
う
郷
土
の
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

「
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な

体
」
を
育
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

○
白
鷹
中
学
校
の
開
校
と
鷹
山
小
学
校
の

荒
砥
小
学
校
へ
の
統
合
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
通
学
手
段
の
確
保
の
た
め
新
た
に
導

入
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
５
台
の
安
全
か
つ

効
率
的
な
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

○
学
校
給
食
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
共

■
総
務
費　
　
　
　
　
　

９
億
９
９
６
５
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

６
万
７
３
１
２
円　

 

前
年
度
比
＋
24
・
８
％
）

デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業　

  　
　

 

１
４
２
５
万
円

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
対
策
費　
　

  　
　

 

１
２
６
７
万
円

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
事
業　
　
　

   

18
万
円

荒
砥
高
等
学
校
活
性
化
事
業　
　

  　
　

 

６
３
０
万
円

白
鷹
人
育
成
事
業　
　
　
　
　
　

  　
　

 

１
０
６
万
円

青
少
年
国
際
交
流
事
業　
　
　
　

  　
　

 

３
４
０
万
円

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
費　

   

８
７
４
５
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
　
　
　
　

  　
　

 

５
９
５
万
円

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
整
備
事
業　
　

     

３
５
２
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業  　
　
　

 

１
９
３
万
円

郵
便
局
窓
口
収
納
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
事
業　
　
　
　

  

92
万
円

■
民
生
費                 　
　

19
億
３
９
７
６
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

13
万
６
１
５
円　

前
年
度
比
▲
１
・
５
％
）

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業 　

 　
　

 

２
１
３
９
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業  　

 

２
億
８
０
７
９
万
円

障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業（
施
設
整
備
補
助
） 

１
３
３
０
万
円

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業　

   

86
万
円

し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業　
　
　
　

   

２
１
６
８
万
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業　

  

６
７
７
万
円

多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業　
　

  　

  

１
９
３
４
万
円

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
検
査
事
業　

   

１
２
８
万
円

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業　

   

８
３
８
万
円

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業 　
　
　

１
０
０
０
万
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業   　
　
　

１
７
１
５
万
円

■
衛
生
費　
　
　
　
　
　
　

６
億
２
４
７
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

４
万
５
６
８
円　

前
年
度
比
＋
24
・
１
％
）

人
間
ド
ッ
ク
事
業　
　
　
　

  　
　
　

 

１
８
５
０
万
円

ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業　

３
１
５
万
円

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
　
　

１
１
０
万
円

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業　
　

       

１
５
０
万
円

斎
場
改
修
事
業　
　
　
　
　
　

   

1
億
１
５
０
０
万
円

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業　
　
　
　
　

   

１
６
４
万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業　
　

   

１
５
０
万
円

主
な
事
業
の
概
要

同
調
理
場
の
民
間
委
託
を
控
え
、
業
務
の

一
部
に
つ
い
て
引
き
継
ぎ
を
行
う
と
と
も

に
、
共
同
調
理
場
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

◆
白
鷹
人
の
育
成

○
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
は
、
入
学
者
の
確

保
に
向
け
た
新
入
生
応
援
事
業
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
介
護
職
員
初
任

者
研
修
、
教
育
支
援
員
の
配
置
等
に
よ
り

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。 

ま
た
、
白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
教
育
体
制

充
実
に
向
け
補
助
制
度
の
拡
充
も
含
め
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
（
仮
称
）
町
民
武
道
館
の
建
築
工
事
と

敷
地
の
外
構
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
幅
広
い
視
野
を
持
ち
国
際
社
会
へ
の
適

応
能
力
や
語
学
力
の
向
上
を
目
的
に
、
新

た
に
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

青
少
年
国
際
交
流
事
業
と
し
て
短
期
海
外

留
学
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性

を
磨
く
芸
術
・
文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
若
者
定
住
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
婚
活
な
ど
の

一
助
と
な
る
よ
う
一
定
の
年
代
が
集
う
学

年
単
位
の
交
流
会
に
対
し
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
に
向

け
、
新
た
な
視
点
で
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

◆
農
業
の
振
興

○
農
業
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
産

業
と
な
る
よ
う
、
白
鷹
町
水
田
フ
ル
活
用

ビ
ジ
ョ
ン
を
軸
に
、
生
産
者
の
経
営
安
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
約
化
を
進

め
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

と
連
携
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
農
地

集
積
と
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の
規

模
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
と
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

○
安
心
で
安
全
な
農
産
物
提
供
の
た
め
、 

放
射
性
物
質
自
主
検
査
事
業
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
学
校
や
保
育
園
の
給
食
を
主

体
に
地
産
地
消
と
食
育
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
発

揮
す
る
地
域
政
策
と
し
て
「
日
本
型
直
接

支
払
」
制
度
が
創
設
さ
れ
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
推
進
事
業
と
多
面
的
機
能
支

払
推
進
事
業
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、 

農
地
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
土
地
改
良
事
業
は
、
県
営
事
業
の
実
施

に
よ
り
萩
野
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
や
水

頭
地
区
と
川
戸
・
金
剛
地
区
の
老
朽
た
め

池
の
整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
27
年
度
は
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、人
材
育
成
を
ベ
ー
ス
に
「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・

産
業
」「
地
域
」「
防
災
」の
４
つ
の
柱
を
重
点
と
し
て
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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○
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
に
よ
る
鮎
貝

排
水
機
場
の
整
備
、
河
川
工
作
物
応
急
対

策
事
業
に
よ
る
諏
訪
堰
頭
首
工
の
整
備
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
緊
急
農
村
防
災
対
策
事
業
に
よ
り
、
五

反
田
地
区
、
上
の
台
地
区
の
た
め
池
の
防

災
能
力
の
向
上
を
図
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
森
林
・
林
業
の
再
生

○
森
林
・
林
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
、 

森
林
、
林
業
、
木
材
に
関
す
る
事
業
者
の

連
携
を
図
り
、
育
て
る
林
業
か
ら
使
う
林

業
へ
の
転
換
を
図
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
県
代
行
工
事
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る

基
幹
林
道
白
鷹
東
部
線
に
つ
い
て
、
治
山

事
業
等
を
優
先
し
つ
つ
、
平
成
27
年
度
に

一
部
工
事
を
行
い
、
既
存
林
道
に
つ
い
て

は
、
災
害
復
旧
と
継
続
的
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

○
森
林
境
界
明
確
化
事
業
を
継
続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
里
山
林
の
再
生
整
備

の
実
施
や
松
く
い
虫
防
除
事
業
等
を
実
施

し
ま
す
。

◆
地
域
産
業
の
振
興

○
白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
有
効
に

活
用
し
、
首
都
圏
の
情
報
を
収
集
し
、
引

き
続
き
受
注
拡
大
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創

出
を
め
ざ
し
、
企
業
立
地
推
進
事
業
や
企

業
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
商
業
に
つ
い
て
は
、
町
内
消
費
の
拡
大

と
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
国

が
交
付
す
る
支
援
と
連
動
し
、
商
工
会
が

実
施
す
る
商
業
活
性
化
事
業
や
建
築
需
要

促
進
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
観
光
交
流
に
つ
い
て
、
白
鷹
町
観
光
交

流
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
紅
花
を
核
と
し

た
「
日
本
の
紅（
あ
か
）を
つ
く
る
町
」
と
、

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
や
町
内
周
遊
を
中
心

と
し
た
「
ま
る
ご
と
白
鷹
町
」
を
テ
ー
マ

に
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
駐
車
場
拡
張
整
備

工
事
や
、
の
ど
か
村
の
改
修
工
事
な
ど
を

行
い
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

○
白
鷹
町
の
素
材
を
活
用
し
て
町
民
の
方

や
事
業
者
等
が
実
施
す
る
６
次
産
業
化
の

初
期
的
な
取
組
に
対
し
、
段
階
に
応
じ
た

支
援
を
行
い
、「
白
鷹
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
農

工
商
観
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
白
鷹
町

産
業
フ
ェ
ア
を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

◆
環
境
保
全
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

○
ご
み
処
理
基
本
計
画
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
減
量
化

や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
等
、
町
民
と
一
体
と
な
っ

た
活
動
を
進
め
ま
す
。

○
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
、 

個
人
住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
を

推
進
す
る
た
め
、
設
置
費
の
一
部
補
助
と
、

地
域
の
山
林
資
源
の
活
用
の
一
つ
と
な
る

よ
う
、
新
た
に
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
燃
焼
機
器
導
入
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
環
境
面
に
も
配
慮
し
た
防
犯
灯
の
全
町

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
ま
す
。

３
．
地
域

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

○
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
化
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
地
域

の
再
生
と
新
た
な
「
地
域
経
営
」
を
め
ざ

し
、
町
民
主
役
の
地
域
づ
く
り
が
実
践
で

き
る
第
一
歩
で
す
。
今
後
も
各
地
区
に
お

い
て
活
発
な
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
な
ど
、 

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

◆
定
住
条
件
の
充
実

○
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早

期
完
成
を
め
ざ
す
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹

線
新
荒
砥
橋
の
下
部
工
事
が
着
工
さ
れ
る

と
と
も
に
、
一
般
国
道
２
８
７
号
大
瀬
地

内
の
地
す
べ
り
災
害
に
よ
る
片
側
交
互
通

行
規
制
の
解
除
に
向
け
一
日
も
早
い
道
路

災
害
復
旧
工
事
の
完
成
を
推
進
し
ま
す
。

○
県
事
業
で
あ
る
、
大
林
寺
、
高
岡
地
区

の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
及
び
２
年
連

続
の
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
法
面
崩
落
被
害

が
発
生
し
た
田
辺
、
箕
和
田
、
滝
野
及
び

関
寺
地
区
の
復
旧
を
図
る
た
め
、
急
傾
斜

砂
防
自
然
災
害
防
止
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
谷

町
八
ヶ
森
線
歩
道
整
備
、
佐
野
線
及
び
上

杉
沢
線
改
良
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

■
農
林
水
産
業
費　
　
　

６
億
２
１
９
８
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

４
万
１
８
８
１
円　

前
年
度
比
＋
44
・
８
％
）

農
と
食
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
造
事
業　
　
　

75
万
円

戦
略
的
園
芸
産
地
拡
大
支
援
事
業　

   

１
７
７
５
万
円

放
射
能
自
主
検
査
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

   

20
万
円

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業　
　

   

１
５
０
６
万
円

川
戸
・
金
剛
地
区
た
め
池
整
備
事
業　
　

 

８
６
４
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業　
　
　

   

８
９
７
万
円

水
頭
地
区
た
め
池
整
備
事
業　
　
　
　

   

６
４
0
万
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業   

1
億
１
１
１
４
万
円

五
反
田
・
上
の
台
地
区
緊
急
農
村
防
災
対
策
事
業    

４
３
５
万
円

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業　
　
　
　

   

１
0
５
６
万
円

機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業　
　
　

   

６
７
８
０
万
円

森
林
再
生
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
万
円

■
商
工
費　
　
　
　
　
　

２
億
２
５
８
５
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

１
万
５
２
０
８
円　

前
年
度
比
▲
15
・
４
％
）

専
門
家
派
遣
支
援
事
業　
　
　
　
　
　

   

１
５
０
万
円

ふ
る
さ
と
森
林
公
園
整
備
事
業　
　
　

   

８
８
７
万
円

日
本
の
紅（
あ
か
）を
つ
く
る
町
推
進
事
業　

  　

５
１
３
万
円

農
工
商
観
連
携
推
進
事
業　
　
　
　
　

４
３
６
万
円

６
次
産
業
化
支
援
事
業                             

２
０
１
万
円

防
災
拠
点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業     

３
４
１
８
万
円

■
土
木
費　
　
　
　
　
　

７
億
３
８
０
２
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

４
万
９
６
９
５
円　

前
年
度
比
▲
０
・
５
％
）

安
全
対
策
事
業（
町
道
・
橋
梁
）　　
　

 

４
１
５
０
万
円

道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　
　

   

1
億
４
６
５
０
万
円

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト   

３
６
０
万
円

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業　
　
　
　
　

   

１
５
０
５
万
円

す
ま
い
る
住
ま
い
！
若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業　

５
８
０
万
円

町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業　

   

３
２
９
万
円

■
消
防
費　
　
　
　
　
　

３
億
４
９
０
２
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

２
万
３
５
０
１
円　

前
年
度
比
＋
６
・
９
％
）

消
防
用
緊
急
車
両
購
入
事
業　
　
　
　

   

６
２
０
万
円

消
防
防
災
施
設
整
備
事
業　
　

   　
　
　

４
８
０
万
円

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
支
援
事
業　

   

２
２
０
万
円

J
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業　

   

３
５
１
０
万
円

地
域
防
災
活
動
強
化
支
援
事
業　
　
　

   

１
６
１
万
円
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道
路
安
全
対
策
事
業
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点

検
を
実
施
し
、
老
朽
化
し
た
舗
装
の
補
修

を
行
い
交
通
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
住
宅
施
策
と
し
て
、
木
造
住
宅
耐
震
化

や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
引
き
続
き

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
へ
の
定
住

促
進
の
た
め
、「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
「
す
ま
い
る

住
ま
い
！
若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

○
地
域
の
防
災
防
犯
の
観
点
か
ら
の
危
険

空
き
家
対
策
、
定
住
施
策
の
一
環
と
し
て
、

空
き
家
の
利
活
用
の
可
能
性
の
検
討
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
設
立
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
継
続
運
行
す
る
と
と
も
に
、 

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
の
取
り
組
み

や
経
営
改
善
に
向
け
た
支
援
を
県
及
び
沿

線
２
市
２
町
と
連
携
し
て
検
討
し
ま
す
。

○
地
方
創
生
の
実
現
に
は
、
地
方
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
積
極
的
な
情
報
発
信
や
宣
伝
活

動
、
移
住
相
談
窓
口
設
置
等
の
ふ
る
さ
と

移
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

◆
保
健
・
福
祉
の
充
実

○
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
推
進
と
と
も
に
、 「
単

身
高
齢
者
訪
問
事
業
」
を
実
施
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

努
め
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の

対
応
と
し
て
新
た
に
「
免
許
証
自
主
返
納

支
援
」
の
推
進
と
と
も
に
、
認
知
症
の
早

期
診
断
・
早
期
対
応
の
た
め
、
専
門
職
で

構
成
す
る
支
援
チ
ー
ム
の
訪
問
活
動
や
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
し
ま
す
。

○
知
的
障
が
い
を
持
つ
方
が
利
用
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
建

設
主
体
と
な
る
法
人
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
各
種
検
診
で
は
、
高
齢
者
の
結
核
検
診

を
肺
が
ん
検
診
へ
と
変
更
し
、
検
査
精
度

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
受
診
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

○
本
町
医
療
の
拠
点
と
な
る
町
立
病
院
に

つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
、
診
察
、
入
院
等
の
業
務
は
も
と
よ

り
、
経
年
劣
化
し
た
医
療
機
器
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
患
者
用
ベ
ッ
ド
の
更

新
等
、
入
院
環
境
の
整
備
を
行
い
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

４
．
防
災

◆
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

○
２
年
連
続
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
住
宅
等
の
建
物

を
は
じ
め
、
道
路
、
河
川
、
農
地
、
農
業

用
施
設
、
林
道
な
ど
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
最
優
先
に
進
め
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
の
確
保

○
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
も
位
置
付

け
る
防
災
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
庁
舎
及

び
消
防
分
署
の
整
備
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

複
合
施
設
整
備
と
し
て
進
め
る
た
め
基
本

■
教
育
費　
　
　
　
　
　

10
億
５
８
９
３
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

７
万
１
３
０
４
円　

前
年
度
比
▲
24
・
３
％
）

学
校
生
活
支
援
員
設
置
事
業　
　
　

   

１
７
２
０
万
円

発
達
障
が
い
理
解
推
進
拠
点
事
業　
　

   

１
２
１
万
円

白
鷹
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
荒
砥
小
学
校
改
修
調
査
事
業   

３
３
０
万
円

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業　
　

   

１
５
７
万
円

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業　
　
　
　
　

   

１
３
８
万
円

小
中
学
生
交
流
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

65
万
円

こ
ど
も
芸
術
文
化
活
動
事
業  　
　
　
　
　

     

50
万
円

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業　

   

７
０
７
万
円

東
陽
の
里
グ
ラ
ン
ド
改
修
事
業　
　
　
　
　

   

54
万
円

（
仮
称
）町
民
武
道
館
等
整
備
事
業　

４
億
３
８
０
３
万
円

調
理
場
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　

   

４
３
２
５
万
円

■
公
債
費　
　
　
　
　
　

７
億
９
２
２
２
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

５
万
３
３
4
４
円　

前
年
度
比
▲
11
・
４
％
）

■
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　

３
億
９
１
０
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り　

２
万
８
１
３
円　

前
年
度
比
＋
４
・
5
％
）

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

1
億
６
７
８
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

２
７
０
６
万
円

災
害
復
旧
費（
豪
雨
災
害
復
旧
対
応
等
）   

1
億
６
４
５
６
万
円

諸
支
出
金                                                           

70
万
円

予
備
費                                                  

１
０
０
０
万
円

設
計
等
を
行
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
防
災

拠
点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
と

し
て
産
業
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
設
備

と
蓄
電
設
備
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
防
災
基
盤
強
化
の
た
め
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
更
新
を
は
じ
め
、
有
蓋
貯

水
槽
な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
災
害
用
資
機
材
の
運
搬
等
に
も
使

用
で
き
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
消
防
用
緊

急
車
両
３
台
を
新
た
に
配
備
し
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を
行

い
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
拡
充
と
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

○
「
地
域
の
活
力
の
再
生
・
創
造
の
推

進
」「
民
間
力
の
さ
ら
な
る
活
用
の
推
進
」

「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」「
信

頼
さ
れ
る
行
政
の
推
進
」
の
４
つ
の
基
本

方
針
を
定
め
、 

第
５
次
行
財
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
大
綱
に
基
づ
き
、

白
鷹
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
の
組
織
づ

く
り
、
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
平
成
26
年
度
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
郵
便
局
窓
口
収
納
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に

つ
い
て
は
、
町
税
や
保
険
料
、
保
育
料
や

体
育
施
設
使
用
料
等
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
度
新
規
発
行
納
付
書
か
ら
予
定
ど
お
り

実
施
し
、
町
税
等
納
付
窓
口
空
白
地
域
の

解
消
を
は
じ
め
、
利
便
性
の
向
上
や
収
納

率
、
期
限
内
納
付
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に
基
づ
く
国

の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
主
な
事
業
（
平
成
26
年
度
明
許
繰
越
事
業
）

ふ
る
さ
と
移
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　

   

６
２
３
万
円

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
事
業       

８
５
０
万
円

緊
急
住
民
生
活
支
援
事
業　
　
　
　
　

   

３
５
０
万
円

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　
　
　
　
　
　

   

１
５
６
万
円

白
鷹
子
育
て
応
援
事
業　
　
　
　
　
　

   

４
４
０
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業　

   

１
５
5
万
円

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
推
進
事
業　
　
　
　

   

８
５
０
万
円

地
域
消
費
活
性
化
事
業　
　
　
　
　
　

   

８
8
０
万
円

建
築
需
要
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

   

７
２
１
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
事
業　
　

    

４
0
０
万
円
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各会計予算を前年度と比較すると

会　　計　　名 平成 27 年度
予算額（Ａ）

平成 26 年度
予算額（Ｂ）

比　　較

（Ａ）―（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 76 億 3,700 万円 76 億 1,000 万円 2,700 万円 0.4％

特
別
会
計

十 王 財 産 区 50 万円 55 万円 ▲ 5万円 ▲ 9.1％

下 水 道 6億 5,393 万円 8億 1,034 万円 ▲ 1億 5,641万円 ▲ 19.3％

国民健康保険 18 億 2,273 万円 16 億 0,931 万円 2億 1,342 万円 13.3％

農業集落排水 1億 6,173 万円 1億 5,425 万円 748 万円 4.8％

介 護 保 険 15 億 7,712 万円 15 億 9,240 万円 ▲ 1,528 万円 ▲ 1.0％

後期高齢者医療 1億 3,636 万円 1億 3,825 万円 ▲ 189 万円 ▲ 1.4％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 3億 340 万円 3億 1,158 万円 ▲ 818 万円 ▲ 2.6％

資本的支出 1億 2,226 万円 1億 2,552 万円 ▲ 326 万円 ▲ 2.6％

病　院
収益的支出 11 億 8,267 万円 12 億 0,213 万円 ▲ 1,946 万円 ▲ 1.6％

資本的支出 1億 2,338 万円 9,947 万円 2,391 万円 24.0％

訪問看護
ステーション

収益的支出 3,774 万円 3,925 万円 ▲ 151 万円 ▲ 3.8％

資本的支出 150 万円 0万円 150 万円 　　 100.0％

合　　計 137 億 6,032 万円 136 億 9,305 万円 6,727 万円 0.5％
※万円未満は端数を整理しています。　　
※比較の「▲」は減少を表しています。　

総額　76億3,700万円
前年度比0.4％増

町民一人当たりでみると

51万4,241円

町税
11億 776万円
14.5％

その他（自主財源）
 5億1,457万円 6.8％

地方交付税
31億9,500万円
41.8％

国庫支出金
5億6,819万円
7.4％

その他（依存財源）
3億3,307万円
4.4％

特別交付税
2億8,000万円
3.6％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億 861万円  1.4

使用料及び手数料 4,542万円  0.6

財産収入 355万円  0.1

寄附金 4,000万円  0.5

繰入金 4,793万円  0.6

繰越金 1億8,000万円  2.4

諸収入 8,906万円  1.2

小　計 5億1,457万円  6.8

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 9,200万円  1.2

利子割交付金 240万円  0.0

配当割交付金 520万円  0.1

株式等譲渡所得割交付金 13万円  0.0

地方消費税交付金 2億1,390万円  2.8

自動車取得税交付金 1,350万円  0.2

地方特例交付金 384万円  0.1

交通安全対策特別交付金 210万円  0.0

小　計 3億3,307万円  4.4

普通交付税
29億1,500万円
38.2％

県支出金
7億4,951万円
9.8％

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億7,752万円  6.2

固定資産税 4億7,984万円  6.3

軽自動車税 3,927万円  0.5

たばこ税 6,744万円  0.9

入湯税 657万円  0.1

都市計画税 3,712万円  0.5

小　計 11億 776万円 14.5

依
存
財
源

自
主
財
源

町債
11億6,890万円
15.3％

歳入予算

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 4,285万円  0.6

投資及び出資金、貸付金 5,591万円  0.7

繰出金 9億8,295万円 12.9

予備費 1,000万円  0.1

小　計 10億9,171万円 14.3

任
意
的
経
費

災害復旧事業費
1億1,524万円
1.5％

普通建設事業費
11億3,258万円
14.8％

普通建設事業費

災害復旧事業費災害復旧事業費

投資的経費の内訳

義
務
的
経
費

歳出予算

人件費
10億8,741万円
14.2％

扶助費
10億3,204万円
13.5％

公債費
7億9,222万円
10.4％

物件費
9億8,495万円
12.9％

維持補修費
2億 338万円
2.7％

補助費等
11億9,747万円

15.7％

投資的経費
12億4,782万円

16.3％

その他
10億9,171万円

14.3％

平成27年度　一般会計予算
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町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

横　

澤　
　

浩

教
育
長　
　

岡　

田　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

松
野
芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

長
岡　

聡

（
総
務
係
）　
　

◎
長
岡　

聡（
兼
）○
高
田
咲
子
○
髙
橋
朋
代

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子　

小
口
将
太（
併
）

（
財
政
係
）　
　

◎
小
林　

裕
○
深
瀬
洋
子　

竹
田
智
洋

（
防
災
管
財
係
）
◎
黒
澤
和
幸
○
今
野
友
博
○
大
滝
康
博（
兼
）

総
務
課
付　
　
　

◎
鈴
木
智
子
◎
佐
藤
敦
子（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

                         

◎
鈴
木
秀
昭（
林
野
庁
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷
部
哲（
山
形
県
６
次
産
業
推
進
課
派
遣
）

企
画
政
策
課　
　

課
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

企
画
主
幹　

永
野　

徹

（
企
画
調
整
係
）
◎
片
山
正
弘　

小
林　

葵

  

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
） 

◎
加
藤
和
芳
○
村
上
博
之（
兼
）　

後
藤
尚
道

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
彩
香

（
複
合
施
設
整
備
係
）
◎
加
藤
和
芳（
兼
）○
村
上
博
之　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
尚
道（
兼
）

（
情
報
係
）　
　

◎
芳
賀
敦
子
○
橋
本
こ
ず
え　

手
塚
雄
一
朗

税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

田
宮　

修

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

庄
司
義
徳（
収
納
・
出
納
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

本
木　

修（
税
務
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

○
飯
澤
達
男（
再
）

（
町
民
税
係
）　

◎
本
木　

修（
兼
）○
菅
間
伸
子
○
後
藤
由
香　

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
淳
子　

布
川
和
浩　

髙
橋
裕
東

（
資
産
税
係
）　

◎
川
部
茂
樹
○
菅
原
保
文　

山
口　

顕

（
収
納
係
）　　

◎
庄
司
義
徳（
兼
）○
大
滝
真
実

（
出
納
係
）　
　

◎
佐
藤
順
智　

安
達
桂
子

町　

民　

課　
　

課
長　

菅
原　

護

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

衣
袋
則
子

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
衣
袋
則
子（
兼
）○
川
田
陽
子
○
田
代
裕
美　

　
　
　
　
　
　

○
鎌
倉
裕
美
○
木
村
真
弓　

橋
本
大
地

（
国
保
医
療
係
）
◎
菊
地
る
り
○
鑪　

典
子　

小
林
詩
乃

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
ま
ど
か

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
高
田　

博
○
鈴
木
久
美　

広
川
悠
太

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

菅
原　

護（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

衣
袋
則
子（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

齋
藤
春
美

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
浩
之（
福
祉
・
子
育
て
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
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鈴
木
秀
一（
介
護
支
援
・
健
康
推
進
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
橋
本
達
也
○
髙
橋
真
弘
○
大
瀧
陽
子

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
髙
橋
浩
之（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
布
施
と
も
子（
兼
指
導
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
金
田
範
子（
保
育
主
査
）○
紺
野
久
美
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝
さ
お
り

（
介
護
保
険
係
）
◎
高
橋
眞
澄
○
紺
野
久
美
子
○
遠
藤
由
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理

（
健
康
推
進
係
）
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鈴
木
秀
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兼
）○
木
口
祐
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○
棚
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陽
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結
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戸
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地
域
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○
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名
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○
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再
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大
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兼
）　 　
　

　
　
　
　
　
　
　

結
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兼
）　

宍
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兼
）

健
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兼
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兼
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地
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事

平
成
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度
町
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員

※
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は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）は
兼
務
、（
併
）は
併
任
、  　

は
新
規
採
用
職
員
、（
再
）は
再
任
用　

（４月１日付　全職員）

議会選 管

新

監査

新

新

新

新

農 委教　育　委　員　会

平
成
27
年
度
人
事
交
流



●7　　 広報しらたか　2015.4.13

退　
　

職　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
付

　

税
務
出

納
課
長

補
佐　

飯　

澤　

達　

男

　

総
務
課
防
災
管
財
係
長　

小　

関　

新　

治

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長　

鈴　

木　

由
紀
子

　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
保
健
主
査   

橋　

本　

彰　

子　

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
統
括
保
育
主
査　

今　
　
　

房　

子　

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
調
理
師　

原　

田　

信　

子

　

町
立
病
院
総
看
護
師
長　

長　

岡　

恵　

美

　

町
立
病

院
准
看

護
師　

梅　

津　

孝　

子

                         

○
青
木
ひ
ろ
み

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長　

菅
原
良
教（
兼
）◎
芳
賀
和
則（
兼
）

中
央
公
民
館
館
長　

菅
原
良
教（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
舩
山
一
浩（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

（
図
書
館
管
理
係
）
◎
舩
山
一
浩（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長　

菅
原
良
教（
兼
）

                

所
長
補
佐　

菊
地　

智（
兼
）

（
業
務
係
）　
　

◎
齋
藤
久
美
子　

青
木
俊
雄

（
調
理
係
）　　

◎
齋
藤
久
美
子（
兼
）○
鈴
木
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　

板
垣
未
夏　

小
笠
原
紀
子　

矢
羽
木
学　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院　

長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
長　

木
村
真
五

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公
德（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

木
村
真
五（
兼
）

                         

看
護
師　

中
野　

緑

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

大
道
寺
妙

（
薬
剤
科
）　
　

薬
局
長　

海
老
名
純
子　

熊
谷
岳
仁

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

長
岡
さ
と
み　

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

小
笠
原
強　

齋
藤
清
人

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

金
田
雅
子　

小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

副
室
長　

大
貫
由
佳
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

樋
口
昌
子

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
万
理
子　

竹
田
美
喜
子　

齋
藤
麻
唯

　
　
　
　
　
　
　

布
施
咲
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

伊
藤
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　

○
児
玉
恵
美
○
五
十
嵐
美
香
○
副
田
恵
美

　
　
　
　
　
　
　

○
渡
部
理
恵　

伊
藤
信
子　

三
上
悦
子

　
　
　
　
　
　
　

海
谷
郁
子　

平
井
育
子　

色
摩
純
子　

　
　
　
　
　
　
　

大
滝
佳
代
子　

伊
藤　

忍　

平
田
美
帆

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
朝
美　

安
彦
真
紀　

齋
藤　

恵

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
彩
子　

北
村　
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口
絵
里
子

　
　
　
　
　
　
　

小
川　

瞳　

梅
津
清
香　

奥
山
咲
子

　
　
　
　
　
　
　

小
口　

希　
　

佐
藤
純
平　

坂
田
智
美

　
　
　
　
　
　
　

左
右
田
加
代
子

事　

務　

局       

事
務
局
長　

中
村
裕
之

             

事
務
局
次
長　

渡
部
町
子

（
総
務
係
）　　

  

◎
渡
部
町
子（
兼
）○
五
十
嵐
麻
里
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

○
菅
原
芳
子　

清
野
文
恵

◆
各
分
団
消
防
係

　

第
１
分
団　

小
口
将
太　
　

第
２
分
団　

布
川
和
浩

　

第
３
分
団　

広
川
悠
太　
　

第
４
分
団　

小
関　

見

　

第
５
分
団　

新
野
健
太
郎

◆
財
産
区
書
記

　

蚕
桑　

中
川
拓
也　
　

十
王　

小
林
詩
乃　
　

滝
野　

安
達
桂
子

　

萩
野　

小
川
直
也　
　

中
山　

大
木
健
一　
　

浅
立　

村
上
利
晴

　

畔
藤　

金
子
秀
人

◆
災
害
対
策
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部
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区
担
当
職
員

　

蚕
桑
地
区　

高
橋
眞
澄　

佐
藤
美
咲

　

鮎
貝
地
区　

竹
田
雅
紀
子　

齋
藤
由
加
里

　

荒
砥
地
区　

菅
間
伸
子　

鈴
木
久
美

　

十
王
地
区　

五
十
嵐
麻
里
子　

小
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詩
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鷹
山
地
区　

齋
藤
久
美
子　

大
滝
真
実

　

東
根
地
区　

田
中
由
美
子　

田
代
裕
美

教　育　委　員　会

町　立　病　院

町　立　病　院

永野　徹
企画政策課

矢萩　洋平
産業振興課

髙橋　裕東
税務課
町民税係

小林　葵
企画政策課
企画調整係

佐々木まどか
町民課

国保医療係

橋本　大地
町民課
戸籍年金係

新

新

平
成
27
年
度
採
用
職
員

平
成
27
年
度
人
事
交
流

林野庁より山形県より
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、し

らたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、斎場、犬の登録、生活相談、交通安全、
防犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、軽
自動車（白鷹ナンバー）の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課
総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に関

すること 85-6120
財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

企画政策課

企画調整係 フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、町政運営の
総合企画調整に関すること 85-6123

コミュニティ推進係 まちづくり助成事業、白鷹人育成事業、コミュニティセンター、
空き家対策、地域おこし協力隊、地域づくりに関すること 87-0830

複合施設整備係 防災センター・図書館・庁舎などの複合施設の整備に関すること 87-0830
情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6120

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること 85-6107

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
森林整備係 林業振興、森林整備に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、交流の促進に関すること 85-6126

農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関

すること 85-6128
３
階議会事務局議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎
建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140
用地係 道路用地等の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関すること 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園の維持管理に関すること 85-6142
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設計

工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習・文化振興係 生涯学習の推進、その他社会教育機関に関すること 85-6146
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園管理運営、婚活支援に関すること 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護に関する相談、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院
町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケアプラン作成など 86-0123

役場各課・係業務のごあんない
各課・係の業務の概要などを掲載しています。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。
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地区公民館からコミュニティセンターへの変更内容
平成 26 年度まで 平成 27 年度から

施設名称

 蚕桑地区公民館
 鮎貝地区公民館
 荒砥地区公民館
 十王地区公民館
 鷹山地区公民館
 東根地区公民館

 蚕桑地区コミュニティセンター
 鮎貝地区コミュニティセンター
 荒砥地区コミュニティセンター
 十王地区コミュニティセンター
 鷹山地区コミュニティセンター
 東根地区コミュニティセンター

実施事業  生涯学習事業
 生涯学習、防災事業、
 地域づくり事業  など

所　　管
 教育委員会
 (生涯学習・文化振興係)

 町長部局
 (企画政策課コミュニティ推進係)

職員体制
 地区公民館長
 地区公民館長代理
 公民館主事

 センター長
 事務局長
 事務局員

管理運営  町が管理・運営

 各地区経営主体
 　　蚕桑地区桜の里づくり推進委員会
 　　鮎貝地区まちづくり協議会
 　　荒砥地区コミュニティ運営協議会
 　　十王地区自治振興会
 　　鷹山地区自治振興会
 　　東陽の里づくり協議会

◇人口減少と少子高齢化が進むなか、課題解決の
　ため地域全体で取り組んでいく新たな仕組みづ
　くりを行います

◇町の地域づくり支援

新しい地域づくりがはじまります！

４月から「地区公民館」が「コミュニティセンター」へ移行になりました

　平成 27 年４月１日から、各地区公民館をコミュニティセンターへ移行しました。これまでの生涯学習事
業に加え、防災や福祉、地域課題解決、地域活性化に取り組む総合的な地域づくりの拠点となります。

①各地区の組織の見直し
　　これまで区、町内、地区公民館でそれぞれ取
　り組んできた事業、組織を見直し、地区経営主
　体による地域づくりを進めます。
②活動拠点の見直し
　　地区公民館をより活動しやすいコミュニティ
　センターに移行し、コミュニティビジネスなど
　も行えるようになります。
③地域の特色を活かした計画の策定と実施
　　地域の課題を整理し計画を策定し、課題解決
　に向けた取り組みを行います。

◇各地区コミュニティセンターの管理運営は各地
　区経営主体が行います

　指定管理者が行う業務の範囲

①指定管理料と地域づくり交付金
　　コミュニティセンターの施設管理に関する経
　費及び人件費等は指定管理料で、地区計画に基
　づいた各種事業実施は「地域づくり交付金」で
　支援します。
②特色ある地域づくり
　　地区の特色を活かした事業や新たな取り組み
　に対し交付金を拡充し支援します。
③地域の見守り強化
　　地域見守りの観点、起動的な活動体制の構築
　のため、コミュニティセンターが用意する車両
　に対し支援します。
④地域おこし協力隊の活用
　　地域の希望をお伺いし、地域おこし協力隊の
　配置を支援します。
⑤担当窓口による支援
　　企画政策課コミュニティ推進係が地域づくり
　の窓口となり、役場内各課と連携し支援します。

※指定管理者制度

　公の施設を民間事業者を含む法人その他の団体が管理

する制度です。多様化する住民ニーズへの効果的な対応

と効率的な施設の管理運営を目的としています。

■問い合わせ　企画政策課コミュニティ推進係　☎ 87 － 0830

　平成 26 年度に各地区単位に地区経営主体が設
立され、地域づくり活動の拠点となる地区コミュ
ニティセンターの管理運営も指定管理者（※）と
してこの団体が行います。

　１.   施設の管理運営に関する業務
　２.   地区計画の推進に関する業務
　 （1）地域課題解決に向けた取り組みに関する  
　　　　こと
　 （2）地区計画に定めた事業の運営に関する　
　　　　こと
　 （3）その他、地域の活性化に関すること
　３.  町との連携・協働及び外郭団体との連絡調
　　　整業務

◇地域づくり活動にぜひご参加ください！

　コミュニティセンターはスタートしたばかり　
です。みなさんの積極的な地域づくり活動への参
加が地域の活性化につながります。
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《地域が主体となった地域づくり》

地域コミュニティ活性化プロジェクト
　コミュニティセンターを核とした『地域経営』
を推進し、地域課題の解決に向けた仕組みづくり
を進めます。地区計画の実現を図るための支援や
地域づくりのための環境整備を進めます。

○地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰの支援　　　           8,745 万円
□「すまいる ! 四季の郷」定住促進　    360 万円
☆若者定住サポート事業　　　　          580 万円
☆地域おこし協力隊の導入　　              595 万円
○空き家対策（空き家バンク等） 　  　  18 万円
□高齢者福祉 ､介護予防等　　　3億 1,580 万円

《山林資源を生かし、循環型社会を目指す》

森林 ･林業再生プロジェクト
　荒廃が進む山林は、豪雨災害の被害拡大の一要
因です。境界の明確化により財産としての意識を
高めるとともに ､地域産材の利用を視野に公共施
設の木造化木質化を推進し ､循環モデルの確立を
めざします。

□豪雨災害復旧・復興（再掲）
□森林・林業再生協議会　　　　 　  　  23 万円
□森林境界明確化事業　　　　 　  　      84 万円
☆森林経営計画策定　　　　　　　　   228 万円
☆バイオマスエネルギー設備導入支援   150 万円
☆ （仮）まちづくり複合施設整備事業（再掲）

《地域の資源を見つめ直し、活力溢れる》

産業競争力強化プロジェクト
　住民生活の基盤となる産業は、強い農業づくり
やものづくりの振興を進め、受注 ･販路拡大を支
援します。また、地域資源を活用した特産品開発
などの６次産業化や観光交流の拡大を推進します。

□農業経営体育成支援　　　  　 　　1,000 万円
☆強い農業づくり ､ 米価下落対策　 1,560 万円
○新規就農者、担い手支援　　  　　1,056 万円
□産業振興専門家派遣　　　　  　　 1,500 万円
□農工商観連携6次産業化推進   　　　637万円
☆ ｢日本の紅（あか）をつくる町｣     推進 513 万円

《まちづくりは人づくり》

白鷹人育成推進プロジェクト
　白鷹町の将来を担う人材を育成するため、白鷹
人育成基金事業を活用し、若者育成や国際感覚の
養成を図ります。また、高等学校や専修学校の支
援や教育環境の向上を推進します。基盤となる町
立図書館や町民武道館を整備します。

☆青少年国際交流（短期留学） 　　　340 万円
□学校生活支援員の配置　　　　　　1,720 万円
□発達障がい理解推進拠点事業 　　　 121 万円
○スクールバスの拡充運行 　 　　　 6,210 万円
○荒砥高校、専修学校支援　  　　　 1,285 万円
□（仮）町民武道館等整備　　　　4億 3,803万円
☆共同調理場民間委託　　　　　　   3,000 万円
☆学校 , 社会教育施設改修調査 　　　   384 万円

－地方創生に向けた取り組みも併せてスタート－
　町では第５次総合計画後期基本計画をベースに、「白鷹町まち ･ひと ･しごと創生人口ビジョン」「白鷹
町まち ･ひと ･しごと創生総合戦略」を策定し、地方創生に向けた取り組みをスタートします。また、今
年度は地方創生先行型として次の事業を実施します。

重点プロジェクト

◇総合戦略策定事業　　　　　　　　   850 万円
◇観光４シーズン化推進事業　　　　   850 万円
◇地区コミュニティセンター事業　　   600 万円
◇ふるさと移住応援プログラム　　　   622 万円
◇白鷹サテライトオフィス事業　　　   400 万円

◇森林再生･木材コーディネーター設置事業        216万円
◇スポーツドリーム事業　　　　　　   200 万円
◇婚活サポート事業　　　　　　　       156万円
◇地域農業活性化センター推進事業       155万円
◇公園安全機能向上助成　　　　　       100万円

■第５次総合計画に関する問い合わせ　企画政策課企画調整係　☎ 85 － 6123

まち ･ひと ･しごと創生総合戦略　基本目標　 

　１．地方における安定した雇用を創出する 
　２．地方への新しいひとの流れをつくる 

（まち ･ひと ･しごと創生本部）

３．若い世代の結婚･出産･子育ての希望をかなえる 
４．時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守
　　るとともに、地域と地域を連携する 
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　安心して子どもを産み
育てられる環境を整備す
るとともに、町全体で子
どもと家庭を支える仕組
みをつくります。

　農業をはじめ、地域の
資源を活用した産業の振
興を推進し、女性や若者
の就業、定住促進を図り
ます。

　地域が主体的に取り組
むコミュニティセンター
を核とした地域づくりを
推進し特色ある住みよい
まちづくりを進めます。

　地震や豪雨、豪雪など
から財産や生命を守るた
め、災害に強い安全安心
のための防災力を強化す
る取り組みを推進します。

◆少子化対策
◆婚活支援
◆教育環境の充実
◆荒砥高校支援
◆文化芸術スポーツ振興

◆強い農業づくり支援
◆担い手 ､基盤づくり
◆企業振興、発展支援
◆６次産業化
◆観光交流の拡大推進
◆雇用確保創出
◆起業支援
◆民営化･民間委託の推進

◆地区計画実現支援
◆各地区の公園の維持管理
◆空き家対策
◆移住者受入推進
◆地域公共交通の確保
◆住宅施策の展開
◆農村維持・里山再生

◆災害に強いまちづくり
◆防災視点の公共インフラ整備
◆災害復旧事業による復興推進
◆危機管理対策の強化
◆荒砥橋の整備推進

未来を築く子どもたち

子育て教育
地域資源を活かす

雇用・産業
住んでよかった

地　域
安全・安心

防　災

施策の４本柱

すべての根幹を成す  人材育成　“地域づくりは人づくり”

　第５次白鷹町総合計画は、平成 22年度にまちの将来像を『笑顔かがやき　心かよう　美しいまち』
として掲げ、平成 31年度までの 10年間のまちづくりの指針として策定しました。計画期間の折り返
しを迎えたことから前期基本計画の評価検証を行い、人口減少社会や東日本大震災、平成 25年及び平

《まちづくりは定住人口の確保から》

人口急減対策プロジェクト
人口減少の進行にできる限り歯止めをかけるため
､少子化対策や婚活支援 ､若年層の雇用対策や定
住に向けた住宅施策 ､町外からの移住者受入、広
域連携等を推進します ｡また ､交流人口の拡大を
めざします。

□第３子以降の保育料無料化　　　　1,934 万円
□妊産婦の通院費支援　　　　   　　　315 万円
□小児ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種助成   　　　　283 万円
○特定不妊治療助成　　　　　   　　　110 万円
○放課後児童クラブの拡充　    　　　1,715万円
☆男女共同参画推進計画策定 　  　　　  18 万円
☆働く女性の就労環境の向上　　   　　　 5 万円

《危機に備え、地域の安全安心を実現する》

防災力向上プロジェクト
人口減少の進行にできる限り歯止めをかけるため
､少子化対策や婚活支援 ､若年層の雇用対策や定
住に向けた住宅施策 ､町外からの移住者受入、広
域連携等を推進します ｡また ､交流人口の拡大を
めざします。

□豪雨災害復旧・復興　 　 　約 2億 3,900 万円
○自主防災組織活動支援　　　　　　   162 万円
○Ｊアラートシステム拡充整備　 　   3,510万円
○消防防災施設の充実　　　　　  　  3,812万円
☆（仮）まちづくり複合施設整備事業       352万円
☆防犯灯の全町ＬＥＤ化促進 　 　　     193万円
☆産業ｾﾝﾀｰ再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入　　　3,418 万円

《危機に備え、地域の安全安心を実現する》

緊急プロジェクト

《まちづくりは定住人口の確保から》

最重点プロジェクト 平成27年度の主な事業（☆新規　○拡充　□継続）

人口目標（平成 32年）13,500 人
＊ 0～ 14 歳　   1,500 人
　（年間 85人の出生数確保）
＊ 15 歳以上 　12,000 人
　（65歳以上高齢者の元気度UP）

成 26年と連続で発生した豪雨災害など、取り巻く社会情勢の
変化も考慮し、今後５年間に求められる施策を加味して「共創
のまちづくり」の更なる推進のために策定したものです。
　４つの施策の柱「子育て教育」「雇用・産業」「地域」「防災」
をベースに、次の６つのプロジェクトを重点的に展開します。

第５次白鷹町総合計画後期基本計画がスタートします
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建
築
需
要
促
進
事
業

　

町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

小
規
模
工
事
の
受
注
を
促
進
す
る

建
築
需
要
促
進
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
白
鷹
町
商

工
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
行
う

も
の
で
、
町
内
に
お
け
る
小
規
模

工
事
の
受
注
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
地
元
関
連
業
界
の
振
興
と
経

営
基
盤
の
強
化
、
消
費
需
要
の
拡

大
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

※
下
記
【
制
度
の
概
要
】
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

　

☎
85

－

０
０
５
５

　

町
で
は
、「
住
宅
耐
震
化
促
進
事

業
」
と
し
て
、
住
宅
の
居
住
環
境

の
質
の
向
上
と
経
済
の
活
性
化
を

図
る
事
を
目
的
と
し
た
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

❶
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

　
「
人
口
減
少
対
策
」
を
目
的
と

し
た
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
三

世
代
世
帯
、
県
外
か
ら
の
移
住
世

帯
、
新
婚
、
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
し
ま
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
補
助
率
・
補
助
限
度

額
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
空
き
家
を
対
象
と
し
た
リ
フ

ォ
ー
ム
が
新
た
な
要
件
と
し
て
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

◇
三
世
代
世
帯　

　

３
つ
以
上
の
世
代
が
同
居
し
て

　

い
る
世
帯
で
、
平
成
９
年
４
月

　

２
日
以
降
に
出
生
し
た
方
と
同

　

居
す
る
世
帯

◇
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
県

　

外
か
ら
町
内
に
世
帯
員
全
員
が

　

転
入
し
居
住
す
る
世
帯

◇
新
婚
世
帯　

　

婚
姻
届
を
提
出
し
た
日
か
ら
１

　

年
以
内
の
世
帯

◇
子
育
て
世
帯　

　

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
出

　

生
し
た
方
が
３
人
以
上
同
居
し
、

　

当
該
同
居
者
と
そ
の
父
母
ま
た

　

は
祖
父
母
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

▼
募
集
件
数　

先
着
65
件
ま
た
は

予
算
の
範
囲
内

※
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度　

　

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
次
ペ
ー
ジ
【
制
度
の
概
要
】
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

❷
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

先
着
３
件

▼
診
断
料　

９
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

７
万
９
５
６
０
円

補
強
計
画
ま
で
実
施
す
る
場
合

▼
作
成
料　
　

１
万
３
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

11
万
６
６
０
０
円

❸
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

❷
で
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅

の
所
有
者
が
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
、
工
事
費
の
２
分
の
１
の

金
額
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
分
の
１
の
額
が
80
万
円
を
超

え
る
場
合
、
80
万
円
が
限
度
額
。

▼
募
集
件
数　

先
着
２
件

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

【制度の概要】

平
成
27
年
度

　
住
宅
関
連
の
施
策
の
お
知
ら
せ

建築需要促進事業
区分 新築 増・改築、修繕等

対象物件 付属建物
（車庫、作業所及び物置）

住宅、店舗、付属建物（車庫、作
業所及び物置）

対象工事 対象物件の新築
対象物件の増改築及び修繕工事、
給排水衛生施設整備工事

工事請負金額の下限 工事請負金額が20万円以上

施工業者
町内業者（白鷹町商工会員かつ町内に事業所があり、対象工事を施
工できる法人または個人）であること

申請者（施主）の要件
■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

その他補助金との
併用について 介護保険、他の補助金、県制度融資、エコポイントとの併用は不可

支援内容（補助額）
工事費の10％分（上限10万円）　

※白鷹町商工会が発行する商品券により給付
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住宅リフォーム総合支援事業

区　　分 一般分 人口減少対策分

対象工事
５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、
県産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事

５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、
県産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事
※三世代世帯は居室の床面積の合計が10㎡以上増
加する工事などの三世代同居リフォーム工事を施
工する必要があります。

工事請負金額の下限 工事請負金額が50万円以上
施工業者 県内業者（県内に本店・本社がある法人または事業者）であること

申請者（施主）の要件
・白鷹町内に住所を有する者　
・町税等の滞納がないこと

・白鷹町内に住所を有する世帯
（移住世帯については平成26年４月１日以降に県
　外から町内に転入し、居住する世帯）
・町税等の滞納がないこと

その他補助金との
併用について 介護保険、他の補助金、県制度融資、エコポイントとの併用は不可

支援内容（補助額）
工事費の10％分（上限20万円）
※県産木材を３㎥以上使用するリフォーム工事や
空き家のリフォーム工事の場合は上限30万円

工事費の20％分（上限30万円）
※県産木材を３㎥以上使用するリフォーム工事や、
空き家のリフォーム工事の場合は上限40万円

  

す
ま
い
る
住
ま
い
！

  

若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

町
で
は
、
定
住
の
意
思
を
持
つ

若
者
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
住
宅
取
得
の
促
進
を
図
る

こ
と
で
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
活
力
あ
る
町
を
築
く
こ
と
を

目
的
に
「
す
ま
い
る
住
ま
い
！
若

者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
細
は
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

すまいる住まい！若者定住サポート事業 「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト

対　　象 住宅（新築） 土地（四季の郷住宅用地）

事業内容 　定住の意思を持ち、住宅の新築や新築建売住宅の購入を
　行う若者世帯、他市町村からの移住世帯に対する補助

　町が一般に販売する土地（四季の郷住宅用地）を購入
　する方への補助

補助金額

◇若者世帯　50万円
（世帯員全員50歳未満の夫婦及び夫婦と子の世帯）
◇他市町村からの移住世帯　70万円
（世帯主が50歳未満で世帯員全員が町内に転入する世帯）
・町内業者の場合20万円を加算します
　　※町税等の滞納がないことが要件となります
　　※中古住宅の場合は対象外となります
　　※省エネ住宅ポイント制度との併用はできません

◇県外に住所を有する方　100万円
◇白鷹町以外の県内の市町村に住所を有する方　70万円
◇町内に住所を有する方 　 50万円　

併用の可否

　
併  用  可  能

　　県外からの移住世帯で町内業者施工により家を新築した場合　　土地・建物で最大190万円
　※商工会が実施する建築需要促進事業との併用はできません

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」

  

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

鮎
貝
四
季
の
郷
地
内
へ
の
定
住

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め　
「
す
ま
い
る
！
四
季

の
郷
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

自
ら
の
住
宅
建
築
の
た
め
、
町

が
一
般
に
販
売
す
る
土
地
（
四
季

の
郷
住
宅
用
地
）
を
購
入
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

　

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

【制度の概要】
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第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

  

料
基
準
額

　　

介
護
保
険
は
、
町
が
被
保
険
者

と
な
っ
て
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
そ
の
被
保
険
者
は
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上
の
方
で
、

年
齢
に
よ
っ
て
第
1
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
）
と
第
2
号
被

保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
第

1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
3

年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
と

事
業
費
を
推
計
す
る
と
と
も
に
、 

町
の
介
護
保
険
の
基
金
を
取
り
崩

す
こ
と
、
ま
た
介
護
報
酬
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
上
昇
を
抑
え
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
基

準
額
を
年
額
６
万
１
７
７
６
円
に

設
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い

 
所
得
段
階
ご
と
の
介
護
保
険
料

　

第
6
期
の
保
険
料
は
、
所
得
の

少
な
い
方
の
中
か
ら
、
第
１
段
階

の
方
に
対
し
平
成
27
年
度
か
ら
公

費
を
投
入
し
て
保
険
料
な
ど
に
配

慮
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
本
人
や

世
帯
員
の
所
得
に
応
じ
て
10
段
階

に
区
分
し
て
い
ま
す
。
公
費
の
投

入
は
平
成
29
年
度
の
消
費
税
引
き

上
げ
時
に
再
度
見
直
し
を
し
ま
す
。   

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
つ
い

て
、
次
の
2
点
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

第１号被保険者介護保険料　基準額の推移

年額 ( 円 ) 月額 ( 円 )

第１期　平成 12 年度～ 14 年度 32,704 2,725

第２期　平成 15 年度～ 17 年度 36,000 3,000

第３期　平成 18 年度～ 20 年度 44,400 3,700

第４期　平成 21 年度～ 23 年度 42,600 3,550

第５期　平成 24 年度～ 26 年度 52,572 4,381

第６期　平成 27 年度～ 29 年度 61,776 5,148

⑴
平
成
27
年
４
月
1
日
か
ら
、 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
新
規
入

所
で
き
る
の
は
、
原
則
、
要
介
護

３
以
上
の
方
に
な
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
か
ら

　
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
尊
厳
あ

る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
可
能
な

限
り
持
続
で
き
る
よ
う
に
社
会
全

体
で
介
護
を
支
え
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
制
度
で
す
。
制
度
を
持
続

的
に
運
営
す
る
た
め
に
、
3
年
ご

と
に
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
報
酬

改
定
や
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
行
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
や
利
用

料
の
現
状
・
見
込
み
な
ど
を
踏
ま

え
、
第
6
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
設

定
し
ま
し
た
。

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か

ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由

が
あ
り
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

特
例
的
に
入
所
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
特
例
入
所
の
際
の
具
体

的
な
要
件
や
判
定
手
続
き
の
指
針

は
国
が
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
特

例
入
所
の
手
続
き
の
対
象
と
な
る

方
は
次
の
方
で
す
。

①
認
知
症
で
あ
り
、
日
常
生
活
に

　

支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症
状
や

　

行
動
、
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が

　

頻
繁
に
み
ら
れ
る
方
。

②
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
を
伴   

　

い
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

　

す
よ
う
な
症
状
や
行
動
、
意
思

　

疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
み
ら

　

れ
る
方
。

③
家
族
等
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が

　

疑
わ
れ
る
な
ど
に
よ
り
、
心
身

　

の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
困
難

　

で
あ
る
方
。

④
単
身
世
帯
で
あ
る
、
同
居
家
族

　

が
高
齢
ま
た
は
病
弱
で
あ
る
等

　

に
よ
り
、
家
族
等
に
よ
る
支
援

　

が
期
待
で
き
ず
、
か
つ
、
地
域

　

で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支

　

援
の
供
給
が
不
十
分
で
あ
る
方
。

※
特
例
入
所
の
申
し
込
み
手
続
き

は
、
直
接
施
設
に
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑵
一
定
以
上
所
得
者
の
利
用
者
負

担
割
合
が
見
直
し
に
な
り
ま
す

　

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
は
、 

こ
れ
ま
で
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず

1
割
で
し
た
が
、
平
成
27
年
８
月

よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
利
用

者
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。
利

用
者
負
担
が
２
割
に
な
る
の
は
、

基
準
以
上
の
所
得
を
有
す
る
本
人

の
み
で
す
。
同
一
世
帯
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ほ
か
の
方
が

い
て
も
、
本
人
の
所
得
が
基
準
以

上
で
な
け
れ
ば
2
割
負
担
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
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　年度の途中で 65 歳になられた
方の保険料は、該当する段階の額
を誕生日の前日の月分から、転入
された方は転入日の月分から月割
りした額になります。

　   あなたは生活保護を受けていますか？

あなたは町民税が課税されていますか？

世帯のどなたかに町民税が課税されていますか？

あなたは老齢福祉年金
を受給していますか？

あなたの前年の年金収
入と年金以外の所得の
合計は80万円以下でし
たか？

あなたの前年の年金収
入と年金以外の所得の
合計は80万円超120万
円以下でしたか？

あなたの前年の年金収
入と年金以外の所得の
合計は80万円以下で
したか？

第１段階
基準額
×
0.5

前 年 の 合
計 所 得 額
が120万円
以上の方

前 年 の 合
計 所 得 額
が150万円
以上の方

前 年 の 合
計 所 得 額
が 190万円
以上の方

前 年 の 合
計 所 得 額
が 290万円
以上の方

第２段階
基準額
×
0.75

第３段階
基準額
×
0.75

第５段階
基準額
×
1.0

第４段階
基準額
×
0.9

第６段階
基準額
×
1.2

第７段階
基準額
×
1.25

第８段階
基準額
×
1.4

第９段階
基準額
×
1.55

第10段階
基準額
×
1.75

前年の合
計所得額
が120万円
未満の方

年額
30,888円

年額
46,332円

年額
46,332円

年額
55,598円

年額
61,776円

年額
74,131円

年額
77,220円

年額
86,486円

年額
95,752円

年額
108,108円

はい

いいえ

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

はい

はい はい

介護保険料の納付について　　  ご相談ください

　災害などの事情で保険料の納付が困難なとき
は、申請により保険料徴収の猶予や減免を受け
られる場合があります。
　また、介護保険料の納付が遅れている方や、
その他の特別な事情があり保険料の納付が難し
い方など、未納のままにせず、税務出納課収納
係にご相談ください。

お問い合わせ

■介護保険に関すること
　健康福祉課介護保険係　☎86－0213

■要介護認定や介護サービスに関すること
　健康福祉課地域包括支援センター　☎86－0112

■介護保険料に関すること
　税務出納課町民税係  ☎85－6132
　　　　　　    収納係  ☎85－6106

　   スタート

◇上記の基準額をもとに、前年の所
　得などによって保険料を 10段階
　に区分されます。
◇基準額は、平成 27年度から平成
　29年度まで同額です。

※第 1段階の方の保険料は公費投入により表記額からさらに軽減される予定です。
※個人ごとの保険料額は、所得額や町民税が決定した後、7月にお知らせします。

白鷹町の介護保険料基準額 61,776 円（年額）
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白鷹町立病院の診療体制をお知らせします

月 火 水 木 金

内　科 高橋一二三 柴田　裕次
西山　悟史
（山大医師）

高橋一二三
舟山　哲
（山大医師）

内科内視鏡 柴田　裕次
牧野　直彦
（山大医師）

柴田　裕次 柴田　裕次

外　科
浜崎　安純
（山大医師）

藤島 　   丈
大泉　弘幸
（山大医師）

藤島　    丈 木村　真五

整形外科
鶴田　大作
（山大医師）

花香　直美
（山大医師）

婦  人  科 
高橋　 俊文
（山大医師）

五十嵐秀樹
（山大医師）

第３週のみ
（山大医師）

皮  膚  科
川口 　雅一
（山大医師）

人間ドック
健　診

芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德

　　受付時間：受付機…午前７時30分～ 11時30分
　　　　　　　窓　口…午前８時30分～ 11時30分
　　　　　　※皮膚科・婦人科第３金曜日は午後３時30分まで
　　　　　　（午後からの診察になります）
　　＊救急医療は休日なども含めて24時間行っています。
　　＊医師は変更になることがあります。

◆常勤医師

　　事業管理者兼院長　　高橋一二三
　　副 院 長　　藤島　　丈
　　副院長兼内科医長　　柴田　裕次
　　外 科 医 長　　木村　真五
　　内 科 医 師　　芦澤　公德　　

◆外来診察予定表

小口　希
病棟看護師

坂田　智美
病棟看護師

整形外科の診療日が変わりました

　整形外科の火曜日の診療が金曜日
に変更になりました。
おまちがえのないようにご来院くだ
さい。

町立病院新規採用職員

◆禁煙外来

　毎週木曜日、禁煙のための診療を行っています。
電話で予約してください。

　※日程や料金等の詳細はお問い合わせください。

◆レディース検診

Ａコース　乳がん検診（マンモグラフィー）　骨密度検査
Ｂコース　子宮がん検診　卵巣腫瘍検査

■問い合わせ　白鷹町立病院　☎85－2155　FAX85－2274　　http://www.hospital.shirataka.yamagata.jp

　他にも、町等の委託を受け、各種検診を実施しています。
詳細はお問い合わせください。

よろしくお願いいたします
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.23

風しんの抗体検査と予防接種

■申し込み・問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

　これから生まれてくるあかちゃんを感染症か

ら守るために、妊娠を希望している方に抗体検

査をおすすめしています。

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種

▼対象となる方　　

　高齢者の肺炎を予防するための予防接種をお

すすめしています。

▼対象となる方　　

▼助成内容　　　

②60歳以上の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機

　能または免疫機能に障がいのある方

年齢 生年月日

  65 歳   昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日生

  70 歳   昭和 20 年 4 月 2 日～昭和 21 年 4 月 1 日生

  75 歳   昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日生

  80 歳   昭和 10 年 4 月 2 日～昭和 11 年 4 月 1 日生

  85 歳   昭和 5 年 4 月 2 日～昭和 6 年 4 月 1 日生

  90 歳   大正 14 年 4 月 2 日～大正 15 年 4 月 1 日生

  95 歳   大正 9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1 日生

100 歳   大正 4 年 4 月 2 日～大正 5 年 4 月 1 日生

①平成27年度に下記の各年齢となる方

※希望される方は、健康福祉課で手続きが必要

　です。

※対象となる方には、４月中旬頃に個別にご案

　内いたします

　過去に肺炎球菌予防接種を受けたことがない

方で、以下の①または②に該当する方

　接種費用のうち3000円

◇抗体検査

　※ 過去に風しん抗体検査を受けたことがあ

る　　方、予防接種歴が２回以上ある方、風し

ん　　にかかったことがある方を除きます。

①妊娠を希望している女性（20歳から50歳ま

　での方）

②妊娠を希望している女性（20歳から50歳ま

　での方で、抗体がある方、風しんにかかった

　ことがある方、予防接種を２回実施した方を

　除く）の夫および同居家族

③妊婦（抗体が低い方）の夫および同居家族

◇予防接種

①抗体検査を受けた方のうち、抗体が低いと判

　定された方

②妊婦健診結果で抗体が低かった方（妊娠中は

　除く。）

▼助成内容　　　

　全額助成（自己負担なし）

　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受けた方に特定不妊治療費の一部を助成します。

平成27年4月より、助成額が上限5万円から10万円に拡充されます。

特定不妊治療にかかる費用の一部を助成します

▼対象となる方　　

　山形県特定不妊治療費助成事業の助成承認決定を受けたご夫婦

▼助成内容　

・１回の治療あたり上限10万円

・男性不妊治療を受けた分については、さらに上限5万円の助成 

　※ 助成回数や条件など、詳しくはお問い合わせください。

　平成27年度の特定不妊治療や予防接種等の助成についてお知らせします。



●18　　 広報しらたか　2015.4.13

「
あ
り
が
と
う 

さ
よ
う
な
ら
」

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

　

町
立
鷹
山
小
学
校
、
西
中
学
校
、
東
中
学
校

の
３
校
が
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な

り
、
３
月
21
日
、
22
日
に
は
、
各
学
校
で
、
児

童
生
徒
の
ほ
か
同
窓
生
や
旧
職
員
が
出
席
し
閉

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
学
校
長
か
ら
学
校
設
置
者
の

町
長
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
山
小
学
校

　

鷹
山
小
学
校
は
、
萩
野
小
学
校

と
滝
野
小
学
校
を
統
合
し
平
成
10

年
４
月
に
開
校
。
平
成
19
年
４
月

に
は
中
山
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、 

カ
リ
ヨ
ン
の
音
が
響
く
学
び
舎
を

１
７
３
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

西
中
学
校

東
中
学
校

た
な
学
校
で
も
、
元
気
に
素
敵
な

学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

　

最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
竹
田

悠
馬
く
ん
は
「
カ
リ
ヨ
ン
が
響
く

自
慢
の
学
校
で
過
ご
し
た
６
年
間

で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ

た
。
鷹
山
小
学
校
は
な
く
な
っ
て

も
こ
れ
ま
で
の
伝
統
は
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
鷹
山

地
区
の
一
員
と
し
て
地
域
の
た
め

に
も
が
ん
ば
り
た
い
。」　

と
児
童

代
表
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
の
児
童
発
表
で
は
、 

「
学
校
坂
道
」
な
ど
の
合
唱
と
百

人
一
首
の
句
を
交
え
な
が
ら
鷹
山

小
学
校
で
の
四
季
と
学
校
生
活
を

振
り
返
り
、
地
域
と
と
も
に
歩
み

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
く
れ
た
学

校
と
児
童
た
ち
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
敷
地
内
に
は
、
校

歌
を
刻
ん
だ
記
念
碑
が
建
て
ら

れ
、 

除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
板
坂
校
長
先
生

が
、
町
の
音
楽
祭
で
合
唱
を
披
露

し
た
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

合
同
運
動
会
、
地
域
で
も
ら
い
湯

を
し
た
宿
泊
体
験
学
習
な
ど
、
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
活
動
や
思
い

出
を
話
さ
れ
「
閉
校
は
、
さ
び
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
悲
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鷹
山
小

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
、

強
い
目
標
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
新

３
校
が
閉
校
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西
中
学
校

　

西
中
学
校
は
、
蚕
桑
中
学
校
と
鮎

貝
中
学
校
が
統
合
し
昭
和
41
年
に
開

校
。
昭
和
43
年
か
ら
新
校
舎
で
の
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
創
立
か
ら
49

年
、
平
成
26
年
度
の
卒
業
生
を
含
め

５
４
０
０
人
あ
ま
り
が
学
び
舎
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
に
は
、
懐
か
し
の
写
真

と
と
も
に
、
学
校
創
立
か
ら
49
年
間

の
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
を
振
り

返
り
、全
校
生
で「
さ
く
ら
」を
合
唱
。 

校
舎
と
と
も
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
の
閉

校
と
な
り
ま
し
た
。  

東
中
学
校

　

東
中
学
校
は
、
昭
和
46
年
に
、
荒

砥
中
学
校
、
鷹
山
中
学
校
、
東
根
中

学
校
の
３
校
が
統
合
し
開
校
し
ま
し

た
。
開
校
当
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎

に
分
か
れ
て
の
授
業
で
し
た
。
新
校

舎
で
の
授
業
は
昭
和
48
年
か
ら
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
約
６
０
０
０
人
が
卒

業
し
、
44
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
の
生
徒
発
表
で
は
、
こ

れ
ま
で
生
徒
を
を
見
守
り
思
い
出
を

く
れ
た
学
校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、 

新
生
白
鷹
中
学
校
の
ス
タ
ー
ト
に
向

か
っ
て
の
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

▲「生きている証」を全校生で合唱

▲生徒から学校に手づくりの感謝状が贈られた ▲２代目生徒会長の紺野喜一さんに当時の生徒会活動について伺った

▲ 49 年間の歴史を写真で振り返った

▲学校に感謝し全校生で「さくら」を合唱 ▲昭和 40 ～ 50 年代の陸上大会での応援を再現
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運 行 経 路
西高玉（境地蔵尊）～西横田尻～
東横田尻～東高玉（雪舟町）～睦
橋～白鷹中

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数３便（登校１、下校２）

運 行 経 路蚕桑小前～西横田尻～山際～姫城～新地～森合～白鷹中

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数３便（登校１、下校２）

運 行 経 路
さくらの保育園前～東横田尻～蚕
桑地区公民館～佐野～大林寺～鮎
貝～白鷹中

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)

便 　 数３便（登校１、下校２）

新
た
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
の

　
　
　
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
全
町
運
行
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
小

学
校
再
編
、
中
学
校
統
合
に
伴
う

児
童
生
徒
の
通
学
経
路
変
更
に
よ

り
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
路
線
を
拡
充
し

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
新
た

■荒砥・高玉線

■荒砥・横田尻線

■荒砥・四季の郷線

新規路線運行計画　

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
５
台
導
入
し
、

主
に
旧
西
中
学
校
区
の
生
徒
を
対

象
と
し
た
「
荒
砥
高
玉
線
」「
荒

砥
横
田
尻
線
」「
荒
砥
四
季
の
郷

線
」「
荒
砥
黒
鴨
線
」、
旧
鷹
山

小
学
校
区
の
児
童
を
対
象
と
し
た

「
荒
砥
萩
野
線
」
の
合
計
５
路
線

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
６
路
線
や
路
線
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
便
は
継
続
し
て
運
行
し
ま
す
。

　

登
下
校
以
外
で
は
、
学
校
行
事
、

部
活
動
等
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
路
線
運
行
と
は
異

な
る
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

運 行 経 路黒鴨～深山～鮎貝小前～高岡～箕和田～内町～あゆーむ前～白鷹中

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数３便（登校１、下校２）

■荒砥・黒鴨線

運 行 経 路萩野（石塚地蔵尊）～宝前町～上折居～荒砥小～白鷹中

運 行 日月曜から金曜の週5日(土・日・祝日、学校休業日は運休となります。)
便 　 数５便（登校１、下校４）

■荒砥・萩野線

＜旧鷹山小学校区対象＞

＜旧西中学校区対象＞

■問い合わせ
　教育委員会学校教育係
　☎ 85 － 6144
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地
価
公
示
と
は

　

地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、

ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
調

べ
ま
し
ょ
う

　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
は
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
　いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年
　変動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

住宅地 商業地

白鷹町平均 ▲2.0 ▲2.6

山形県平均 ▲1.4 ▲2.2

全国平均 ▲0.4 ▲0.0

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

25　年 26　年 27　年
円

9,880
（▲5.0）

円
9,640

（▲2.4）

円
9,440

（▲2.1）

白鷹
５－１

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

25　年 26　年 27　年
円

23,800
（▲4.8）

円
23,100
（▲2.9）

円
22,500
（▲2.6）

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

25　年 26　年 27　年
円

15,700
（▲3.7）

円
15,400
（▲1.9）

円
15,100
（▲1.9）

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

　

３
月
18
日
、
国
土
交
通
省
か
ら

平
成
27
年
地
価
公
示
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
に
関
す
る
も

の
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。

平成27年
　地価公示の結果
　について

対前年度変動率
（単位：％）

白
鷹
町
の
面
積
値
が
変
わ
り
ま
し
た

　

国
土
地
理
院
が
毎
年
公
表
し
て

い
る
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別

面
積
調
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
、

昭
和
63
年
度
時
点
の
２
万
５
千
分

の
１
地
形
図
を
基
に
、
埋
立
及
び

境
界
変
更
の
告
示
等
に
よ
る
面
積

地
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
高
精

度
で
あ
る
電
子
国
土
基
本
図
を
用

い
て
毎
年
10
月
１
日
時
点
の
地
図

デ
ー
タ
か
ら
直
接
面
積
を
計
測
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
白

鷹
町
の
面
積
は
１
５
７
・
７
４
㎢

か
ら
１
５
７
・
７
１
㎢
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
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会
場
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会　

か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

　

よ
つ
ば
保
育
園
入
園
式

　白鷹町少年少女合唱団の第４回定期演奏
会が、３月22日にあゆーむで開催されまし
た。合唱団は、26年度も多数のイベントに
出演。定期演奏会では「白鷹町民歌」「と
なりのトトロ」「小さな四季」「ふるさと」
などが披露されました。終わりには、第４
部に特別出演の白鷹女性コーラスさくら
の皆さんと「あなたにありがとう」を合唱。
響き渡った全12曲の合唱に、会場から大き
な拍手が送られました。

町
を
担
う
人
材
育
成
に

　

「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
」
実
施
報
告
会

　３月24日、「しらたか夢未来発掘事業」の
実施報告会が開催されました。４つのグル
ープが、町の次代を担う人材育成をめざし
て取り組んだ事業の成果や課題を発表。平
成24年度採択の３グループが３年間の事業
を終了し、修了証が交付されました。また、
西川町で地域おこし協力隊として活躍され
ている佐取渚さんから、協力隊としての活
動を紹介いただき、地域活性化へのヒント
について意見を交換しました。

６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
４
人
が
卒
業

　

鷹
山
小
学
校
で
最
後
の
卒
業
証
書
授
与
式

　３月18日、平成26年度で閉校の鷹山小学
校で最後の卒業証書授与式が行われました。
校長先生が最後の卒業生となる４人に卒業
証書を授与し、「鷹山小学校を卒業したこと
を誇りに思って中学校でも活躍してくれる
ことを期待します」と述べました。在校生
からは学校生活で先導してくれた４人の卒
業生に感謝の言葉が贈られ、鷹山小学校で
の６年間の思い出を胸に学び舎を巣立ちま
した。

　４月４日、よつば保育園の入園式が行わ
れました。最初は少し落ち着かない様子の
子どもたちでしたが、先生の話を真剣に聞
いたり、大きく口を開けて元気いっぱいに
歌う姿はとても立派でした。ひまわり組の
子どもたちが「保育園は楽しいことがいっ
ぱいあります。みんなでいっぱい思い出を
つくりましょう」と力いっぱいあいさつ
し、保育園では桜の花よりも一足早く、子
どもたちの笑顔が満開になりました。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
引
渡
式

　

消
防
団
の
資
機
材
整
備
の
た
め

更
新
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
の
引
き
渡
し
式
が
、
３
月
29

日
、
消
防
署
白
鷹
分
署
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
に
引
き
渡
さ
れ
た
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は
、
４
分

団
３
部
１
班
（
中
山
地
区
堀
之

内
）
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
火
災
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
、
強
い
風

が
吹
く
な
ど
、
林
野
火
災
、
野
火

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
火

の
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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成
績
優
秀
者
に
激
励
金

　

３
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け

岩
手
県
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
た
第
９
回
全
国
小
学

生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
に
出

場
し
た
荒
砥
小
学
校
６
年
（
出

場
時
５
年
）
の
大
滝
覇
功
さ
ん

に
、
町
か
ら
「
成
績
優
秀
者
激

励
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。    

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

　
　

   
深
山
工
房
の
登
り
窯
が
復
活

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

後
半
に
連
敗
す
る
も
勝
ち
越
し

　
来
場
所
に
も
期
待
！

大
相
撲
三
月
場
所

（
３
月
８
日
〜
22
日
）

取組 星取 決まり手
２日日 ○ 押し出し
３日目 ● 押し出し
５日目 ○ 押し出し
中　日 ○ 押し出し
10日目 ● 寄り切り
11日目 ● 　寄り切り　
13日目 ○ 押し出し
東幕下18枚目　４勝３敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
場
所
は
、
４
勝
３
敗
と
勝

ち
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
取
り
組
み
の
内
容
を

振
り
返
る
と
、
３
勝
１
敗
か
ら

２
番
落
と
し
て
い
ま
す
。
３
勝

し
た
こ
と
で
油
断
し
て
し
ま
っ

た
証
拠
で
す
。

　

来
場
所
は
メ
ン
タ
ル
面
も
合

わ
せ
て
稽
古
し
、
優
勝
を
目
標

に
場
所
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
余
震
に
よ
り

崩
れ
た
深
山
工
房
の
登
り
窯
が
４

年
を
経
て
復
活
し
、
３
月
23
日
に

初
窯
の
「
火
入
れ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
昨
年
５
月
、
崩
れ
た
登
り
窯

の
再
建
を
め
ざ
し
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
益
子
焼
の
陶

芸
家
で
築
窯
師
の
原
泰
弘
さ
ん
の

協
力
を
得
て
登
り
窯
の
設
計
が
始

ま
り
、
崩
れ
た
約
５
０
０
０
個
の

耐
火
レ
ン
ガ
を
磨
く
作
業
や
薪
割

り
な
ど
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

登
り
窯
に
火
が
入
り
、　
「
よ
う

や
く
初
窯
に
た
ど
り
つ
い
た
。
再

建
に
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
し
、
先
代
に
負
け
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と

深
山
工
房
つ
ち
団
子
の
金
田
利
之

さ
ん
。

　

初
窯
に
は
、
地
区
民
や
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
作
品
な
ど
が
入
り
、
4

日
間
、
夜
通
し
で
火
が
焚
か
れ
ま

し
た
。

お
き
た
ま
お
い
し
い
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル　
　
　

　
　

「
は
え
ぬ
き
の
部
」
で
最
優
秀
賞

菊
地
博
紀
さ
ん
（
滝
野
）

　

菊
地
博
紀
さ
ん
が
、
平
成
26
年

度
「
お
き
た
ま
お
い
し
い
米
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
え
ぬ
き
の
部

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
お
い
し

い
お
米
」「
安
全
・
安
心
」
を
テ
ー

マ
に
、
置
賜
地
域
で
生
産
さ
れ
る

優
れ
た
米
の
生
産
者
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
二
次
審
査
で
は
、
外

観
・
香
り
・
粘
り
・
硬
さ
・
味
な

ど
の
食
味
が
試
食
に
よ
り
総
合
的

に
審
査
さ
れ
、
は
え
ぬ
き
の
部
に

出
品
さ
れ
た
89
点
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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vol.55

豆

く
ら
し
の

知
識

【
若
者
編
】

１
．
マ
ル
チ
商
法

　

会
員
に
な
っ
て
商
品
を
友
人
や

知
人
に
勧
め
、「
紹
介
料
や
マ
ー
ジ

ン
が
入
っ
て
儲
か
る
」
と
参
加
者

を
広
げ
て
、
組
織
も
拡
大
し
て
い

く
仕
組
み
で
す
。
会
員
を
増
や
せ

ず
在
庫
や
借
金
を
抱
え
て
し
ま
う

こ
と
も
…
。
ネ
ッ
ト
で
勧
誘
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
．
資
格
商
法
・
二
次
被
害

　

「
講
座
を
受
け
れ
ば
資
格
が
取

れ
る
」
と
し
つ
こ
く
電
話
を
か
け

て
き
て
、
必
要
も
な
い
講
座
や
教

材
を
契
約
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
何

年
も
前
の
契
約
者
に
「
資
格
を
と

る
ま
で
契
約
は
継
続
し
て
い
る
」 

「
名
簿
か
ら
削
除
す
る
た
め
に
新

た
な
講
座
の
受
講
が
必
要
」
な
ど

と
い
っ
て
別
の
契
約
を
さ
せ
る
二

次
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
を
狙
う

　
　

問
題
商
法
で
す
！

【
高
齢
者
編
】

１
．
利
殖
商
法

　

上
場
予
定
の
な
い
企
業
の
株
を

「
上
場
間
近
」「
３
〜
５
倍
の
高

値
で
買
い
取
る
」「
必
ず
儲
か
る
」

な
ど
と
説
明
し
て
購
入
さ
せ
、
お

金
を
支
払
後
、
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
く
な
り
ま
す
。

２
．
送
り
つ
け
商
法

　

注
文
し
て
い
な
い
本
な
ど
を
一

方
的
に
送
っ
て
き
ま
す
。
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勘
違
い
し

て
支
払
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
て
代

金
引
換
で
送
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
周
囲
の
目
配
り
、

気
配
り
、
声
掛
け
が
必
要
！

・
家
に
見
慣
れ
な
い
人
の
出
入
り

　

が
あ
る
。

・
玄
関
や
押
し
入
れ
に
箱
の
山
が

　

置
い
て
あ
る
。

・
タ
ダ
だ
と
言
っ
て
日
用
品
な
ど

　

色
々
な
物
を
も
ら
っ
て
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

安 全

安 心

春
の
地
域
安
全
運
動

◇
期
間　

4
月
中
旬
〜
５
月
上
旬

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
行
楽
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
防

犯
意
識
を
高
め
て
犯
罪
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
運
動
の
重
点

１
．
少
年
非
行
の
防
止

２
．
空
き
巣
等
の
侵
入
盗
の
防
止

３
．
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

　
　

乗
り
物
盗
の
防
止

４
．
振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商
法

　
　

等
の
被
害
防
止

４
．
子
ど
も
・
女
性
を
対
象
と
し

　
　

た
犯
罪
の
防
止

登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ

る
み
で
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ

た
ら
…
「
イ
カ
の
お
す
し
」

・
つ
い
て
イ
カ
な
い

・
車
に
の
ら
な
い

・
お
お
声
を
あ
げ
る

・
す
ぐ
逃
げ
る

・
す
ぐ
し
ら
せ
る

　

白
鷹
町
防
犯
協
会
は
、
各

支
部
（
地
区
）
ご
と
に
、
青

色
回
転
灯
を
点
灯
し
た
青
パ

ト
で
、
児
童
生
徒
の
下
校
時

間
帯
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
な
い
、
子
ど
も
達
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。　

白鷹西駐在所
和田将典　巡査

白鷹西駐在所
佐藤正明　巡査部長

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

◇
期
間　

5
月
11
日
〜
5
月
20
日

◇
運
動
の
重
点　

１
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　
　

故
防
止

２
．
飲
酒
運
転
の
根
絶

３
．
道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お

　
　

け
る
交
通
事
故
防
止

４
．
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

５
．
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　
　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
　

正
し
い
着
用
の
徹
底

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

　

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
は
信
号
遵
守
と
一
時

　

停
止･

安
全
確
認　

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん

　

白
鷹
西
駐
在
所
に
、
佐
藤
正
明

巡
査
部
長
と
和
田
将
典
巡
査
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

あ
り
、
全
部
で
25
の
質
問
事
項
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
も

と
に
、
運
動
、
口
腔
、
栄
養
、
閉

じ
こ
も
り
・
う
つ
の
項
目
で
点
数

の
高
い
方
を
介
護
予
防
が
必
要
な

方
と
判
断
し
、
介
護
予
防
事
業
へ

参
加
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか いいえ はい
②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか いいえ はい
③15分位続けて歩いていますか いいえ はい
④この1年間に転んだことがありますか はい いいえ
⑤転倒に対する不安は大きいですか はい いいえ

①半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい いいえ
②お茶や汁物等でむせることがありますか はい いいえ
③口の渇きが気になりますか はい いいえ

【運動の項目】　※ 囲みの中から３つ以上に〇

【口腔の項目】　※ 囲みの中から２つ以上に〇

「
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
の
ご
案
内

　

「
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
は
、

町
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
１
月
に
回
答
い

た
だ
い
た
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
の
運
動
の
項
目
で
３
つ
以
上

〇
が
つ
い
た
方
に
、
運
動
教
室
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

口
腔
の
項
目
で
２
つ
以
上
〇
が
つ

い
た
方
に
、
口
腔
教
室
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
。（
上
表
参
照
）

　

「
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
は

３
か
月
間
を
１
ク
ー
ル
と
し
、
年

間
３
ク
ー
ル
実
施
予
定
の
教
室
で

す
。
今
年
度
対
象
と
な
る
方
に
は

地
区
ご
と
に
順
次
ご
案
内
す
る
予

定
で
す
。
案
内
が
届
い
た
方
に
は 

ぜ
ひ
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

運
動
や
正
し
い
口
腔
ケ
ア
で
い
つ

ま
で
も
元
気
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
よ
り
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
27
～
29
年
度
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
高
齢
に
な

っ
て
も
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
介

護
予
防
事
業
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
に
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
記
入
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
26
年
度
は
、
１

月
に
検
診
世
帯
調
査
票
と
一
緒
に

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
配

布
・
回
収
い
た
し
ま
し
た
。「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
は
、
運
動

器
、
栄
養
、
口
腔
機
能
、
閉
じ
こ

も
り
、
認
知
症
、
う
つ
の
項
目
が

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た

　　

山
形
県
の
委
託
を
受
け
、
４
月

か
ら
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

に
、
失
業
や
病
気
、
借
金
問
題
、 

住
む
所
が
な
い
な
ど
、
困
り
ご
と

や
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

相
談
窓
口
で
は
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関

係
機
関
と
連
携
し
解
決
に
向
け
て

支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
対
象

　

白
鷹
町
に
在
住
で
、
経
済
的
な

問
題
な
ど
、
生
活
す
る
う
え
で
の

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
（
生

活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
）

▼
支
援
内
容

◇
本
人
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
、

　

支
援
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

◇
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
の

　

安
定
や
就
労
促
進
な
ど
の
自
立

　

に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
な
い

　

ま
す
。

▼
相
談
受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
、
祝
祭
日
は
休
み
）

※
窓
口
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
場

　

合
は
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
相
談
は
、
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

86

－

０
１
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
86

－

０
１
５
５

相
談
の
受
付

　

お
困
り
の
内
容
を
確
認

解
決
に
向
け
た
プ
ラ
ン
を

一
緒
に
作
成

利
用
で
き
る
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
・
調
整

問
題
を
解
決

　

自
立
し
た
生
活
へ

←←←
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荒
高
掲
示
板 

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

町
報
川
柳
　
「
節
」　　

 



　　

●27　　 広報しらたか　2015.4.13

荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

　

3
月
17
日
、
平
成
27
年
度
入
学

者
選
抜
の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
2
時
に
生
徒
昇
降
口
前
に

合
格
者
の
番
号
が
掲
示
さ
れ
る
と
、

待
ち
か
ね
て
い
た
受
験
生
は
一
斉

に
掲
示
板
を
覗
き
込
み
、
自
分
の

番
号
を
見
つ
け
て
満
面
の
笑
顔
で

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
今
年
は
、
白
鷹

東
中
、
白
鷹
西
中
、
長
井
南
中
、 

長
井
北
中
、
飯
豊
中
、
米
沢
一
中
、

米
沢
二
中
の
6
つ
の
中
学
校
か
ら

71
名
が
合
格
。
定
数
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
に
な
い
多

く
の
合
格
者
数
で
し
た
。
中
学
生

の
数
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の
方

々
に
応
援
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
全

学
年
が
総
合
学
科
と
な
り
ま
す
。 

総
合
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
、
各

自
の
『
輝
く
未
来
』
探
し
の
た
め

の
学
び
を
積
み
重
ね
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
す
る
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
荒

砥
高
校
へ
！

◆
合
格
お
め
で
と
う
！

　
　
　

よ
う
こ
そ
荒
砥
高
校
へ

　

節
分
に　

鬼
を
追
い
出
し　

福
が
く
る　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

桜
の
季
節　

想
い
出
す　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

節
約
も　

限
度
が
あ
り
と　

開
き
直
り　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

季
節
風　

節
穴
通
り　

歌
い
出
す　
　
　

 

　

 

　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

季
節
巡
り　

「
春
夏
秋
冬
」　

人
生
路　

 

　
　

 

　

荒
砥
甲 

 

五
十
公
野
か
を
る

　

厳
寒
に　

耐
え
た
季
節
に　

春
の
風　

 
 

　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

季
節
ご
と　

体
調
管
理　

難
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

節
分
の　

豆
の
痛
さ
に　

鬼
は
泣
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

岩
沢　

盛
栄

　

節
分
の　

主
役
追
わ
れ
る　

鬼
と
豆　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

時
が
成
す　

大
地
の
入
れ
か
え　

節
は
春　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

節
約
は　

で
き
な
い
も
の
と　

で
き
る
も
の　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち　

 
 

節
分
の　

豆
ま
き
春
よ　

早
く
来
い　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

す
ぐ
そ
こ
に　

春
の
気
配
が　

近
づ
い
た　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

鬼
い
ら
ぬ　

節
分
の
豆　

口
に
ま
き　
　
　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子　

　

空
家
で
も　

季せ

節つ

め
ぐ
り
て
咲
く　

花
さ
み
し　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

ラ
ジ
オ
か
ら　

昔
懐
か
し　

な
に
わ
節　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

節
々
の　

痛
み
く
る
の
か　

我
が
身
に
も　
　
　

つ
く
ば
市 

 

斎
藤　

靖
夫

　

浪
花
節　

一
節
太
郎　

な
つ
か
し
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子　

　

春
う
ら
ら　

季
節
の
微
風　

ほ
ほ
撫
で
る　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

　

節
分
で　

孫
と
豆
ま
き　

福
は
内　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

待
ち
遠
し　

百
花
乱
舞
の　

め
ぐ
る
節　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

季
節
風　

桜
の
便
り　

連
れ
て
吹
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

関
口　

つ
や

　

山
う
さ
ぎ　

節
に
合
わ
せ
て　

衣
替
え　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

　

節
約
で　

チ
ラ
シ
片
手
に　

に
ら
め
っ
こ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

節
々
が　

痛
む
節
来
て　

老
い
を
知
り　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

大
雪
も　

節
が
来
れ
ば　

消
え
る
の
に　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

節
分
の　

鬼
の
役
は　

父
ば
か
り　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

人
生
の　

節
目
か
身
体　

弱
音
吐
く　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

も
う
春
か　

猛
て
る
猫
の　

節
ま
わ
し　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

エ
コ
上
手　

節
約
で
す
と　

母
諭
し　
　
　

 

　

 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

人
生
は　

節
目
節
目
に　

歴
史
あ
り　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

節
分
に　

鬼
に
な
っ
た
と　

豆
ま
か
れ　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

古
希
過
ぎ
て　

関
節
痛
と　

お
付
き
合
い　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

　

山
形
を　

代
表
す
る　

新
庄
節　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

人
生
路　

八や

十そ

爺じ
じ

の
身
の　

節
痛
む　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

節
約
が　

身
に
付
き
足
り
て　

今
を
生
き　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

次
回
「
色
」
四
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
葉
」
五
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

▲東北大会に出場した佐藤孝哉くん

よつば保育園

　

3
月
28
日
か
ら
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
春
季
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
」
に
、
本
校
新

３
年
生
の
佐
藤
孝
哉
く
ん
が
、
ア

ン
ダ
ー
18
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
県

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
初
戦
突
破
を
目
指
し
た
い
」
と

参
戦
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

1
回
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
東
北
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
体
感
し
、「
基
礎
基
本
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。
パ
ワ
ー
も
も
っ
と

必
要
。」
と
、 

さ
っ
そ
く
新
た
な

闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
孝
哉
く
ん
自
身
と
、

本
校
テ
ニ
ス
部
の
今
後
に
生
か
さ

れ
る
も
と
の
期
待
し
て
い
ま
す
。 

フ
ァ
イ
ト
！

　

町
報
川
柳
　
「
節
」　　

 

◆
東
北
大
会
の
経
験
を
今
後
に
生
か
す
！

こども俳句「ちゅうりっぷ」
　「咲いた　咲いた　ちゅうりっぷの花が　並んだ　並んだ　赤　白

黄色」と歌う春が来ると、子どもたちの笑顔もいっぱいに咲きます。

保育園には、綺麗な綺麗な子どもの笑顔が並んでいます。

　　　　「ちゅうりっぷ　はずかしいのね　まださかない」 
　　　　「ちゅうりっぷ　そよかぜふいて　ゆーらゆら」 
　　　　「ちゅうりっぷ　かぜにふかれて　フラダンス」
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白
鷹
町
こ
ど
も
芸
術
文
化
活
動
事
業 

団
体
を
募
集
し
ま
す

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
子
ど
も

た
ち
の
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援

及
び
伝
統
文
化
の
継
承
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
様
々
な
文
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
白

鷹
町
芸
術
文
化
協
会
を
通
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象
団
体

◇
申
請
時
点
で
設
立
後
１
年
以
上

　

の
活
動
実
績
が
あ
り
、
白
鷹
町

　

に
居
住
す
る
子
ど
も
が
常
時
２

　

人
以
上
の
会
員
規
模
の
団
体　

　
（
年
度
始
め
か
ら
新
規
に
活
動

　

を
開
始
す
る
団
体
は
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。）

◇
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
白
鷹

　

町
に
居
住
す
る
子
ど
も
で
あ
る

　

団
体

◇
少
な
く
と
も
月
１
回
以
上
の
練

　

習
（
活
動
日
）
を
定
め
、
継
続

　

し
て
運
営
し
て
い
る
団
体

◇
芸
術
文
化
協
会
に
加
入
し
、
将

　

来
の
担
い
手
と
し
て
、
協
会
の

　

発
展
に
寄
与
す
る
団
体
（
協
会

　

加
入
会
費
は
無
料
で
す
。）

◇
国
、
県
、
及
び
町
等
の
他
の
制

　

度
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い
団
体

▼
対
象
と
な
る
経
費　

①
報
償
費
（
講
師
謝
金
）

②
旅
費
（
外
部
講
師
等
の
交
通
費

実
費
等
）

③
使
用
料
及
び
借
料
（
会
場
使
用

料
、
用
具
借
料
、
衣
装
借
料
、
町

外
発
表
会
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

④
役
務
費
（
団
体
所
有
の
用
具
の

修
理
費
、
用
具
運
搬
代
、
切
手
代

等
）

⑤
需
用
費
（
消
耗
品
費
、
印
刷
製

本
費
等
）

▼
対
象
と
な
る
事
業
の
例　

①
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会
等

②
外
部
講
師
を
招
い
て
の
活
動

③
町
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
、
発

表
会
、
演
奏
会
等
へ
の
参
加
等

▼
補
助
金
額

　

１
団
体　
　

５
万
円
（
下
限
）

　
　
　
　
　

～
10
万
円
（
上
限
）

▼
申
請
の
手
続
き

①
申
請

　
「
事
業
計
画
書
」「
収
支
予
算

書
」
な
ど
の
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は

事
務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
内

容
が
把
握
で
き
る
同
様
の
書
類
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
も
っ
て
所
定
の

様
式
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
審
査

　

教
育
委
員
会
と
芸
術
文
化
協
会

で
審
査
会
を
行
い
、
交
付
団
体
及

び
補
助
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　

６
月
１
日
（
月
）
事
務
局
必
着

募
集
内
容
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

＊
い
つ　

５
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

＊
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階　

　
　
　
　
　

文
化
実
習
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
事
務
局   

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化

振
興
係
）
☎
85

－

６
１
４
６

白
鷹
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
度
の
成
人
式
を
下
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
７
月
上
旬
に
改

め
て
ご
案
内
し
ま
す
。
郷
土
を
離

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
ご
家
族

の
方
か
ら
、
早
め
に
日
程
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　▼

い
つ　

８
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー

　
　

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）

▼
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
生

　

ま
れ
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ
の
方

※
平
成
21
年
度
東
中
学
校
・
西
中

学
校
卒
業
者
と
、
平
成
27
年
６
月

１
日
現
在
で
白
鷹
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
詳
細
に
つ

い
て
を
往
復
は
が
き
で
ご
案
内
し

ま
す
。

◆「
成
人
祭
」実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

成
人
式
の
後
は
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
す
る
友
人
や
恩
師
と
語
ら
う

「
成
人
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
成
人
祭
」は
、
成
人
者
の
皆
さ

ん
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
自

ら
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
「
成
人

祭
」
に
な
る
よ
う
、
実
行
委
員
に

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
５
月
８
日

（
金
）で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化

　

振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

平
成
27
年
度
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１
日
・
白
鷹
高
等
専
修
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
日
・
山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

４
日
～
６
日
・
町
議
会
定
例
会

７
日
・
町
道
浅
立
沼
田
岩
崎
線
完
成
安
全
祈
願
及
び

             

祝
賀
会

９
日
～
11
日
・
町
議
会
定
例
会

　
　

・
白
鷹
町
介
護
認
定
審
査
会
合
同
会

13
日
・
白
鷹
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
祈
願

　
　

・
町
議
会
定
例
会

14
日
・
法
人
（
Ｆ
Ｂ
Ｇ
、
船
山
フ
ァ
ー
ム
）
設
立
合

             

同
祝
賀
会

15
日
・
白
鷹
町
土
地
改
良
区
通
常
総
代
会

17
日
・
産
業
振
興
戦
略
会
議

　
　

・
白
鷹
町
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進
会
議

18
日
・
鷹
山
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

19
日
・
十
王
財
産
区
管
理
会
財
産
管
理
委
員
当
選
証

             

書
交
付
式

21
日
・
東
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

22
日
・
西
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

　
　

・
鷹
山
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

23
日
・
深
山
工
房
登
り
窯
火
入
れ
式

24
日
・
白
鷹
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会
・
フ
レ
ッ

　
　
　

  

シ
ャ
ー
ズ
研
修
会

　
　

・
白
鷹
町
西
廻
り
幹
線
道
路
建
設
促
進
期
成
同 

　
　
　

   

盟
会
総
会

　
　

・
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協
議
会

　
　
　

   
総
会
（
朝
日
町
）

25
日
・
西
置
賜
行
政
組
合
議
会
定
例
会
（
長
井
市
）

26
日
・
山
形
県
勢
懇
話
会
（
山
形
市
）

27
日
・
山
形
鉄
道
㈱
取
締
役
会
（
長
井
市
）

　
　

・
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
全
員
協

　
　
　

   

議
会
（
米
沢
市
）

29
日
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
引
き
渡
し
式

町長の主な動静３月

支出日 区分 支出額 (円) 内　　　　容

3 月 4 日 御祝 5,000　 　山形大学医学部がん研究センター開所記念式典

3月 16 日 御祝 3,400　 　白鷹町土地改良区通常総代会

3月 19 日 御祝 3,000　 　米沢牛振興部会白鷹支部通常総会並びに牛魂祭

3月 24 日 御祝 3,000　 　白鷹町認定農業者連絡協議会通常総会

3月 26 日 御祝 3,000　 　白鷹町蔬菜園芸生産組合通常総会

計 17,400　

町長交際費 ３月

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
白
鷹
町
営
ス
キ

ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
雪
も
多
く
ま
だ
ま
だ
楽
し

め
た
と
思
い
ま
す
が
、
３
月
15
日

で
営
業
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
土
日
・
平
日
ナ
イ
タ
ー
の

み
に
限
定
す
る
等
、
工
夫
を
し
て

営
業
期
間
延
長
は
で
き
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
50
代
男
性
）

Ａ
お
答
え
し
ま
す

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
白
鷹
町
営
ス
キ

ー
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場
は
、
例
年

３
月
中
旬
か
ら
は
利
用
客
が
大
き

く
減
少
し
、
土
日
で
も
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
は
予
定
ど
お
り
３
月
15
日

で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、 

今
年
は
雪
も
多
く
、
滑
走
可
能
な

状
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
来
シ

ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
伺
い
、
積
雪
の
状
況
と

運
営
コ
ス
ト
も
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

広報直通便

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

【
意
見
】

　

白
鷹
町
の
産
業
振
興
を
図
る
た

め
に
は
、
観
光
交
流
の
取
り
組
み

が
大
切
な
時
代
に
入
り
、
地
域
の

活
性
化
と
経
済
効
果
の
面
か
ら
観

光
を
積
極
的
に
捉
え
る
動
き
が
全

国
的
に
起
き
て
い
ま
す
。
白
鷹
町

で
も
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
観

光
交
流
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
町
民
に
理
解
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

【
回
答
】

　

計
画
全
体
に
お
い
て
は
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。 

　

当
町
に
お
い
て
も
、
時
代
に
即

し
た
観
光
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
を

目
標
に
観
光
交
流
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。「
元
気
な
町
。
気

に
な
る
町
。
…
し
ら
た
か
町
」
を

基
本
理
念
と
し
、「
日
本
の
紅（
あ

か
）を
つ
く
る
町
」「
ま
る
ご
と
白

鷹
町
（
町
内
周
遊
の
推
進
）」 

を

重
点
に
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
紅
花
生
産
量
日

本
一
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
、

情
報
発
信
、
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
他
、
具
体
的
な
ご

提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
担
当

に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

☎
85

－

６
１
２
６

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120
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広告

■
相
談
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課
精

神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

女
性
の
健
康
相
談

　

女
性
の
心
身
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
担
当
の
保
健
師
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▼
い
つ　

毎
週
火
曜
日　

　
　
　
　

午
後
１
時
～（
要
予
約
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
１
階
相

談
室

※
電
話
で
の
相
談
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
相
談
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課
保

健
支
援
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５

感
染
症
の
来
所
相
談
・
検
査
に
つ
い
て

　

相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
検
査
項
目　

エ
イ
ズ
・
性
器
ク

ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝

炎▼
相
談
・
検
査
受
付
時
間　

毎
週

月
曜
日　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

※
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

6
月
10
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

昼
12
時
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
産
業
振
興
戦
略
会
議
（
白

鷹
町
産
業
振
興
課
内
）
吉
村

☎
85

－

６
１
３
６

芳
賀
秀
次
郎
氏
ゆ
か
り
の
品
を
展
示

し
ま
す

　

県
内
校
の
校
歌
を
多
数
作
詞
さ

れ
た
芳
賀
秀
次
郎
氏（
蚕
桑
出
身
）

の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
、
芳

賀
秀
次
郎
氏
の
詩
集
や
楽
譜
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
30
日
（
木
）
ま
で

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

芳
賀
秀
次
郎
生

誕
１
０
０
年
を
記
念
す
る
会　

丸
川
正
晃　

☎
85

－

３
３
０
１

山
形
県
看
護
協
会
「
健
康
ま
つ
り
」

　

看
護
週
間
に
あ
わ
せ
て
山
形
県

看
護
協
会
「
健
康
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
看
護
協
会
会

館（
山
形
市
松
栄
一
丁
目
５

－

45
）

▼
内
容　

紅
餅
、
す
り
花
、
乱
花
の
生
産
を

応
援
し
ま
す

　

白
鷹
町
で
紅
花
を
栽
培
し
山
形

県
紅
花
生
産
組
合
連
合
会
へ
「
紅

餅
・
す
り
花
・
乱
花
」
を
出
荷
さ

れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
要
件　

山
形
県
紅
花
生
産

組
合
連
合
会
へ
出
荷
し
た
方
に
限

り
ま
す
。

▼
交
付
金
額　

1
㎏
あ
た
り
（
一
級
品
の
場
合
）

　

紅
餅　
　

５
０
０
０
円

　

す
り
花　

４
０
０
０
円

　

乱
花　
　
　

５
０
０
円

▼
注
意
点　

山
形
県
紅
花
生
産
組

合
連
合
会
へ
の
出
荷
は
、「
紅
の
花

を
咲
か
せ
る
会
」
を
通
じ
て
の
出

◇
一
日
ま
ち
の
保
健
室

①
血
圧
・
体
脂
肪
・
骨
密
度
測
定

　

や
栄
養
・
介
護
に
関
す
る
相
談

②
高
齢
者
・
妊
婦
疑
似
体
験
や
赤

　

ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

④
「
看
護
へ
の
道
」
進
路
相
談

◇
講
話

①
「
よ
り
健
康
な
生
活
の
た
め
の

　

食
事
づ
く
り
」（
試
食
）

②
「
音
楽
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

　

シ
ュ
」

③
「
転
ば
な
い
身
体
づ
く
り
」

◇
幼
児
の
絵
画
展

■
問
い
合
わ
せ　

県
看
護
協
会

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

心
の
健
康
相
談

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
精
神
科
医

が
面
接
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
本
人
か
ら
の
相
談
の
ほ
か
、
ご

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
電

話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
米
沢
会
場
（
置
賜
保
健
所
）　

第
２
木
曜
日　

午
後
２
時
30
分
～

※
８
月
と
２
月
は
第
３
木
曜
日

▼
長
井
会
場
（
置
賜
総
合
支
庁
西

庁
舎
）
毎
月
第
３
水
曜
日　

午
前

10
時
～

※
12
月
は
第
２
水
曜
日

保
育
園
給
食

　
　
放
射
性
物
質
検
査
結
果

▼
測
定
限
界　

　

０
・
47
～
０
・
96
ベ
ク
レ
ル
／

　

㎏
以
下

▼
期
間　

　

３
月
５
日（
木
）
～
11
日（
水
）

　
　

　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も

に
不
検
出
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

平
成
27
年
度
に
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ
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○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

広告

平
成
27
年
度
に
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

　

標
記
の
各
届
出
に
つ
い
て
、
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
る
年
度
に
は
職

業
の
記
入
も
（
死
亡
届
に
は
産
業

の
記
入
も
）
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

届
出
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す

る
「
人
口
動
態
調
査
」
に
も
活
用

さ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
は
、
公
衆

衛
生
、
労
働
衛
生
、
社
会
福
祉
な

ど
の
各
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報
は

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

▼
記
入
の
対
象　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28

　

年
３
月
31
日
ま
で
の
各
届
出

※
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の

窓
口
に「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

の
お
願
い（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」

を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の

う
え
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
場
合
は
窓
口
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係　

☎
85

－

６
１
２
９

深山和紙「しらたか人形」展示会

◇い　つ　４月18日（土）～ 5月6日（水）

　　　　　午前10時～午後３時

　　　　※休館日　４月21日・23日・28日・30日

◇どこで　しらたか人形研究会工房　

　　　　（白鷹町大字深山１９６６）

「花嫁花婿」「かぶと」「さくらちゃん」「おひなさま」

他、やさしさが伝わる手作りの人形を展示します。

「しらたか古典桜ブローチ」を30個限定で、「紅花ブ

ローチ」を20個限定で販売いたします。

伝統工芸の村
●深山工房
●和紙センター

のどか村

白鷹人形研究会工房

至 高岡

深山観音堂

文
鮎貝小学校

深山地区

■問い合わせ　白鷹人形研究会　

　☎０８０－２８１４－６９６８

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
感

染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

「
借
金
に
関
す
る
巡
回
無
料
相
談
会
」

の
ご
案
内

　　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
借
金
に
関
す
る
巡
回
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に

ご
予
約
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
秘

密
厳
守
で
す
。

▼
い
つ　

４
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
５
階

５
０
３
会
議
室
（
米
沢
市
金
池
７

丁
目
１

－

50
）

▼
予
約
先　

山
形
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

▼
受
付　

４
月
21
日
（
火
）
ま
で

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

※
右
記
期
日
に
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
常
設
相
談
窓
口
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
財
務
局
山

形
財
務
事
務
所
相
談
窓
口

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢

佐野原　竹　田　まさゑ　90

畔　藤　田　中　五　郎　80

深　山　岩　澤　せ　い　88

荒砥甲　金　子　成　一　88

佐野原　五十嵐　　孝　　79

浅　立　沼　澤　え　と　89

滝　野　小　関　忠　一　94

畔　藤　佐　藤　盛　夫　53

荒砥乙　横　山　正　彦　92

下　山　奥　山　熙　雄　73
鮎　貝　荒　木　と　よ　87
荒砥甲　梅　津　　誠　　81
中　山　新　野　てる子　88

【3月 1日～3月31日届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥甲 髙橋
昇歩 結

ゆ

　菜
な

美保

鮎　貝 佐竹
善幸 翼

つばさ

奈美

十　王 五十嶺
恒志 佑

ゆ

　紀
き

幸子

荒砥乙 小湊
立太 悠

ゆう

　斗
と

春菜

鮎　貝 細谷
拓郎 唯

ゆい

　人
と

彩子

　　氏　　　名　　　  住所

（小　林　英　樹　　十　王

鈴　木　裕　子　　福島県

（新　野　雄　大　　広　野

小　沢　恵理子　　酒田市

（田　　　俊　将　　横田尻

尾　形　佳　美　　長井市

（小　畑　博　泰　　宮城県

鈴　木　菜　緒　　十　王

ご結婚おめでとう

▼
今
年
は
い
つ
な
く
な
る
の
だ
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
た
雪
も
春
の
陽
気
で

ど
ん
ど
ん
解
け
、
桜
の
開
花
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
人
事

異
動
で
広
報
担
当
を
か
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
担
当
と
な
っ
た
２
年

間
、
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、
温

か
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
何
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
２

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
だ
）

▼
新
年
度
を
迎
え
、
私
も
広
報
担
当

と
し
て
気
持
ち
を
新
た
に
１
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
頭
と
体
を

フ
ル
に
使
い
、
皆
様
に
親
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
て
づ
か
）
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